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機器表、衛生器具表

１階・２階・３階平面図　給排水衛生設備【改修】

１階平面詳細図　給排水衛生設備【改修】

３階平面詳細図　給排水衛生設備【改修】

１階平面詳細図　換気空調設備【改修】

３階平面詳細図　換気空調設備【改修】

１階平面詳細図　給排水衛生設備【撤去】

１階平面詳細図　換気設備【撤去】

３階平面詳細図　換気設備【撤去】
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盤結線図【改修】
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1:200２階平面図　幹線・動力設備【改修】

１階平面図　幹線・動力設備【改修・撤去】

３階平面図　幹線・動力設備【改修・撤去】 1:200

１階平面詳細図　電灯・コンセント設備【改修】

２階平面詳細図　電灯・コンセント設備【改修】

３階平面詳細図　電灯・コンセント設備【改修】

１階平面詳細図　弱電設備【改修】

２階平面詳細図　弱電設備【改修】

３階平面詳細図　弱電設備【改修】

１階平面詳細図　自動火災報知設備【改修】

２階平面詳細図　自動火災報知設備【改修】

３階平面詳細図　自動火災報知設備【改修】

照明器具姿図【撤去】

1:50

1:50

１階平面詳細図　自動火災報知設備【撤去】

２階平面詳細図　自動火災報知設備【撤去】

３階平面詳細図　自動火災報知設備【撤去】

１階平面詳細図　弱電設備【撤去】

２階平面詳細図　弱電設備【撤去】

３階平面詳細図　弱電設備【撤去】

１階平面詳細図　電灯・コンセント設備【撤去】

２階平面詳細図　電灯・コンセント設備【撤去】

３階平面詳細図　電灯・コンセント設備【撤去】
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カバー工法建具詳細図（３）

カバー工法建具詳細図（４）

－ ＳＰ建具表・詳細図
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案 内 図

２階全体平面図【改修】

３階・Ｒ階全体平面図【改修】

１階・２階・３階平面図【改修】

配置図・仮設計画図(参考図)

１階全体平面図(既存)

２階全体平面図(既存)

３階・Ｒ階全体平面図(既存)

１階全体平面図【改修】

１階・２階・３階平面図(既存)

建具キープラン(既存)

建具表(既存)

建具表【改修】 

２階天井伏図(既存)【改修】 

３階天井伏図(既存)【改修】

１階天井伏図(既存)【改修】

ユニット家具キープラン

ユニット家具図（１）

ユニット家具図（２）

ユニット家具図（３）

ユニット家具図（４）

カバー工法建具詳細図（２）
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建具キープラン【改修】 1:150

1:100

1:100

1:100

1:5,1:150

1:20

1:20

1:20

1:20

カバー工法建具詳細図（１） 1:20
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001 共通特記仕様書

002 改修特記仕様書（１）

－ 003 改修特記仕様書（２）

004 改修特記仕様書（３）
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第１理科室→給食配膳室 平面詳細図(既存)

第１理科室→給食配膳室 平面詳細図【改修】

第１理科室→給食配膳室 展開図(既存)【改修】

理科準備室,暗室→学習室 平面図詳細図(既存)【改修】

理科準備室,暗室→学習室 展開図(既存)【改修】

第３学習室 平面詳細図(既存)【改修】

第２学習室 平面詳細図(既存)【改修】

第３学習室 展開図(既存)【改修】

国際教室→準備室 平面詳細図(既存)【改修】

国際教室→準備室 展開図(既存)【改修】

ＬＬ教室→第１理科室 平面詳細図(既存)

ＬＬ教室→第１理科室 平面詳細図【改修】

ＬＬ教室→第１理科室 展開図(既存)【改修】

サ イ ン キ ー プ ラ ン ・ サ イ ン 表

第２学習室 展開図(既存)【改修】

原図サイズ：A2



2-10　発生材の処理等 　1　建設副産物

「建設副産物適正処理推進要綱」による。

　（1）建設副産物（コンクリート・アスファルト塊・路盤材）

　2　発生材

　受注者は、関係法令に従い、受注者の責任において処分を行う

ものとする。また、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和45

年法律第137号）」において定める産業廃棄物管理表（紙マニフェ

スト）または電子マニフェストにより管理するものとする。産業

廃棄物管理表（紙マニフェスト）で管理した場合は、A票及びE票が

管理した場合は、運搬終了報告、処分終了報告、最終処分終了報告

５．工事内容

６．指定部分 ・有　 ・無　

対象部分（　　　　　　　　　　　）

指定部分工期　　　　　年　　月　　日

７．施工条件

・施工順序の制約の有無

・概成工期　内容（　　　　）年月日（　　　）

Ⅱ．工事契約関係

Ⅰ．工事概要

１．工事名称

２．工事場所

３．建物概要

４．工事種目

（７）埋蔵文化財包蔵地　・該当　遺跡No（           　      ）

2-1　工事区分

空気調和設備工事等に分割して発注する場合の区分表は、別添「工

2-2　用語の定義

　工事目的物を建築工事、電気設備工事、給排水衛生設備工事及び

統括監督員及び担当監督員をいう。

　「契約条項」とは、相模原市工事請負契約書の契約条項をいう。

　「監督員」とは、相模原市請負工事監督規程による監督員をいい、

（一財）日本建設情報総合センターへ工事実績情報の登録をしなけ

ればならない。

　登録は、登録（受注登録・変更登録・竣工登録）が必要な時期に

速やかに実施すること。

　施工体系図の作成

2-4　施工体制台帳及び 　受注者は、下請契約を締結したときは、施工体制台帳を作成し

現場に据え置かなければならない。

　また、併せて施工体系図を作成し、工事関係者が見やすい場所

及び公衆が見やすい場所に掲げなければならない。

2-5　質疑に対する協議 　設計図書に疑義が生じた場合は、監督員と協議を行い承諾を

得てから施工を行う。

2-6　施工図等 　1　受注者は施工に先立ち、工事に関連する部分の実測を行った

上で設計図書との照合を行い、所定の寸法が確保できることを確認

する。なお、寸法等の変更を要する箇所が生じた場合には監督員に

報告するとともに、施工図、製作図等を作成し監督員の承諾を受け

ること。

承諾を受けること。

　2　製作、発注物品の同等確認等は製作・発注前に必ず監督員の

監督員との協議による。

2-7　工事の一時中止に

　係る事項

　1　契約条項第20条の規定により工事の一時中止の通知を受けた

場合は、中止期間中における工事現場の管理に関する計画（「基本

計画書」という。）を発注者に提出し、承諾を受けること。

　2　工事の施工を一時中止する場合には、工事の続行に備え工事

現場を保全すること。

2-8　実施工程表の提出

に関連する工事の関係者と調整のうえ、実施工程表を作成し、監

　2　実施工程表には、月毎の予定進捗率（％）を併記する。

督員の承諾を受ける。なお、契約金額が5,000万円以上の工事の実

施工程表は、原則ネットワーク手法による。

　1　受注者は、工事の着手に先立ち、別契約を含む施工上密接

2-9　工事写真 　1　工事（工程）写真

（1）工事（工程）写真については、営繕工事写真撮影要領　工事

部監修）に準拠すること。

上記により難い場合、監督員と協議し決定すること。

して見開きで比較できるよう整理する。

（2）解体工事にあたっては、上記に加え地下埋設部分の施工写真

を添付する。

（1）工事着手前と完成後を同じアングルで撮影し、完成写真帳と

　受注者は、契約金額500万（税込）以上の工事を締結した場合、

写真撮影ガイドブック　各工事編（国土交通省大臣官房官庁営繕

事区分表」による。

2-3　工事実績情報

　(CORINS)の登録

※施工日及び施工時間等は、現場説明書　３（２）施工項目による

　制限内容　※現場説明書　３（２）施工項目による

共通特記仕様書（建築工事）

　2　完成写真（契約条項第32条に基づく工事完成届に添付）

　3　施工上の納まり、取合い等の関係で簡易な調整を行う場合は、

2-11　環境への配慮 　1　使用する材料及び施工方法については、室内環境に配慮した

選定を行い、室内環境に影響を与える可能性のある材料等について

は、監督員の指示により、その物性等の確認できる資料を提出する。

年法律第100号。以下「グリーン購入法」という。）により、環境

負荷を低減できる材料を選定するように努める。

よる健康への影響に配慮する。

　2　国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12

　3　使用する材料の選定に当っては、揮発生有機化合物の放散に

　4　工事に使用する材料は、石綿を含有しないものとする。

2-12　材料の品質等

　2　設計図書に定めのある材料については、材料の品質及び性

能を有することの証明となる資料を監督員へ提出し、あらかじめ

承諾を受けること。

　1　本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能を

※(表1.7.1)【表1.8.1】による

記入内容　　　

完成図の

完成図

完成図(縮小版)

屏風製本サイズ 原図

部数（　）部

部数（　）部 部数（　）部

・（　　　　）

2-15　引渡し物品等

工種 指定する材料 備考

（1）中間技術検査を実施する段階及び回数が下記に記載された場合

実施する段階 回数

（4）低入札工事の場合

（2）施工途中における品質確認のため、監督員が必要と認めた場合

（3）施工途中における事故等により、監督員が必要と認めた場合

　受注者は、材料の現場搬入の際、当該材料が設計図書に定められ

た仕様と適合していることを確認する。このうち、次に指定する材

料については監督員の材料検査を受けるものとする。また、指定す

る材料以外のもので監督員が必要と認めた場合は材料検査を受け

ること。

2-13　材料検査

（　　）

・引渡し図面

　技術検査（中間技術検査）は、次の場合に実施する。

・CAD、PDFデータの提出　※CD等によるその他

竣工写真

工事関係者一覧表

官庁関係届出書類

備品等　（　　　　　　　　）

・（　　）部

・（　　）部

・（　　）部

・（　　）部

・（　　）部

・（　　）部

・（　　）部

・引渡し物品　 納品部数

※屏風製本は正面及び背表紙面に

　工事名称を記すこと。

・2-16による

機器性能試験成績書

機器取扱い説明書

各種保証書・検査書及び成績表

建築物等の維持管理に関する説明書

2-14　中間技術検査

有するものとし、設計図書に定めのない材料は、当該現場で使用

するほかの材料と比べてバランスの取れた材料とすること。なお、

材料は、製造工場により品質管理がなされたものとする。

　(2)　あらかじめ、監督員の承諾を受けた材料を使用する場合

　(4)　「建築材料・設備機材等品質性能評価事業　建築材料等評

　3　設計図書において、指定された材料・製品等については、指

定された材料・製品等を使用すること。ただし、種々の関係から

やむを得ず同等以上の材料とする場合で、あらかじめ、材料の品

質、性能等の証明となる資料等を示し、監督員の承諾を受けた場

合は、この限りではない。

価名簿（契約時の最新版）」に記載されている評価材料を使用す

る場合（特記等で公共建築工事標準仕様書・公共建築改修工事標

は除く。）

準仕様書の規定に基づく品質及び性能以外の材料を規定した場合

る場合

　(3)　設計図書により指定された材料、製造者の製品を使用す

はＪＡＳのマーク表示があるものを使用する場合

　(1)　設計図書に定めるＪＩＳ又はＪＡＳの材料で、ＪＩＳ又

ない。
　ただし、下記の（1）～（4）に該当する場合は、この限りでは

　受注者は、完成時に提出すること。なお、各物品の適用及び

数量等は、以下による。

撮影部位及び箇所数 形式・サイズ

（　）箇所

（　）箇所

・外部

・内部

・外観正面

建築完成写真撮影実績がある者で、監督員が承諾する撮影業者

カラー印画紙キャビネ判

電子データ

(JPEGフルカラー・圧縮率1/4程度)

カラー木製パネル 

半切(324×400mm) 

カラー印画紙キャビネ判

Ａ４アルバム綴じ※ 

4500×3000ピクセル以上で画像補正を行ったもの

工事完成時に次の写真を撮影し、監督員に提出する。

提出数

（　）部

（　）部

（　）部

（　）部

（　）箇所

・外観正面

（　）箇所

2-16　竣工写真

・外部

（　）箇所

（　）箇所

・内部

カラー印画紙キャビネ判

Ａ４アルバム綴じ※ 

電子データ

(JPEGフルカラー)

写真撮影者は、任意

1280×960ピクセル以上で、かつデジタルカメラの最高設定の画質

注：※のアルバムは併せて作成する。

（　）部

（　）部

　1　工事現場には、公衆が見やすい場所に次の事項を記載した工事

看板を表示する。

　足場を設ける場合は、原則として「手すり先行工法に関するガイ

ドラインについて（厚生労働省　平成21年4月）」の「手すり先行

工法等に関するガイドライン」による足場（手すり先行専用足場

又は枠組み足場又はくさび緊結式足場）とする。　

　足場の組立、解体、変更の作業は、手すり先行工法により行うと

ともに、使用時には、枠組み足場（妻面を除く）にあっては、交さ

筋かい＋幅木等＋上さん等（各両側）、枠組み以外の足場（枠組み

足場の妻面を含む）にあっては、手すり等＋中さん等＋幅木等（原

則各両側＋妻側）の機能を有するものを設ける又はこれらと同等以

上の措置を講じるものとする。

　なお設置については、「手すり先行工法による足場の組立て等に

関する基準」における「手すり据置方式」又は「手すり先行専用足

　上記により難い場合は、監督員との協議による。

場方式」により行うこと。

2-17　足場

2-18　工事看板

（1）工事名称　（2）工事期間　（3）受注者及び連絡先

（4）現場代理人氏名及び連絡先　（5）工事概要

（6）発注者及び連絡先　（7）工事監理者及び連絡先

　　　及び環境保全

　2　工事現場が複数にわたる場合にも、各現場に設置するものとす

る。ただし、これにより難い場合は監督員との協議による。

　工事の施工中にあたっては、関係法令により、工事現場における

標示施設等を設置すること。

2-19　施工中の安全確保

2-20　見本施工

工種 指定する内容

　見本施工の実施は、次に指定した内容について実施する。

　2　記載内容は、次を標準とする。

（1）工事総合進度（工程表及び契約課書式による。）

（2）当月の実施作業内容

（3）現場写真

　ア　外観　

　※定点から撮影し、月毎の工事進捗状況を把握できるものとする。

　イ　内観　

　1　契約条項第11条に規定する履行報告は、工事履行報告書とし、

提出の要・不要は、現場説明書（3-（8）履行報告書）による。

　受注者は、契約不適合点検において、契約不適合があると認めら

れたときは、契約条項のとおり、履行の追完等に対応すること。

　契約条項第45条に規定する契約不適合責任に伴う、契約不適合

点検の要・不要については、現場説明書（3-（9）契約不適合点検）

による。工事目的物の引渡しの日から1年以内（原則として引渡し

日から起算して11か月を経過以降、12か月を経過する以前の期間）

に工事目的物の、契約不適合点検の実施及び立会いを行う。

　1　設計図書の内容の一部を訂正・変更（以下「設計変更」とい

設計変更ガイドライン（相模原市）」によるものとする。

う。）により契約変更が必要となった場合には、契約条項第24条

　2　設計変更の具体的な考え方等については、「相模原市請負工事

又は第25条の規定により手続きを行うこと。

2-22　履行報告

2-23　契約不適合点検

2-24　設計変更

2-21　電気保安技術者 電気保安技術者の配置については、現場説明書(3-(7))による。

の通知が届き次第、その原本を監督員に提示する。

送付され次第、その原本を監督員に提示する。電子マニフェストで

名称　市立中央中学校給食配膳室修繕

相模原市　中央区富士見１－３－１７

（１）建物名称　市立中央中学校

（２）構造　鉄筋コンクリート造

（３）延床面積　約 7,300㎡

（４）敷地面積　約24,783㎡

（５）用途地域　第二種住居地域

（６）防火指定　準防火地域

・建築工事

・機械設備工事

・電気設備工事

・建築工事

　Ｃ棟１～３階

内装改修工事、建具改修工事、撤去工事　外

・機械設備工事、電気設備工事

建築工事に伴う機械設備、電気設備工事　一式

（ A3 ） 部数（ 1）部

承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号

１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101 001
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. Ａ

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕 R8.2

NON SCALE共 通 特 記 仕 様 書



　・石綿含有せっこうボードの処理　

せっこうボードの処理方法

」　　処理方法は、【9.1.5】による。

　・ひ素・カドミウム含有せっこうボードの処理

　　　　　　　・管理型最終処分場で埋め立て処分

　・その他のせっこうボードの処理

　　　　　　　・埋立処分（管理型最終処分場）

　　処理方法　・再資源化（再資源施設）

　　分析調査　・要　　　・不要（分析調査済）

　・有 （数量　　　　　　　） ・ 無

 ＰＣＢ含有シーリング材の処理方法

　　処理方法　・分別解体後解体した材料を製造業者に処分を委託

　・（　　　）

Ⅰ.建築工事　改修特記仕様書

（１）図面及び本特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の

　　　下記仕様書等のうち、現場説明書２－（５）にャを付けたものを適用する。

（２）電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、それぞれの工事特記仕様書

　　　を適用する。

（３）本特記仕様書の表記

　２）特記事項は、○・  印の付いたものを適用する。

　１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

　　　　○・  印と ※ 印の付いた場合は、○・ を優先する。

　　　　○・  印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　３）特記事項に記載の表示について、（     ）内表示番号は公共建築工事標準仕様書

　　【　】内表示番号は公共建築改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

Ⅱ.工事契約関係

1　適用区分

2　環境への配慮

3　発生材の処理等

1

各
章
共
通
事
項

　条件を用いる。

・建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の

　　　　　・ 34ｍ/秒（その他地域）

　・風圧力・ 32ｍ/秒（旧津久井、相模湖、藤野）

　・積雪荷重 　　

　　地表面粗度区分（　・ Ⅰ　・ Ⅱ　・ Ⅲ　・ Ⅳ）　

　　風速（Vo=　　 m/s）

　　　　　　　　　　・ 35㎝(旧市域) 

　　※  垂直積雪量　・ 40㎝(旧城山、津久井、相模湖、藤野)

（１）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の

　　　品質及び性能を有すると共に、次の①から④を満たすものと

　　　する。

　   　ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、

　   　塗料、仕上塗材は、アセドアルデヒド及びスチレンを発散

　   　しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する

　   　「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用す

　   　る。

    ② 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベン

　     ゼンの含有量が少ない材料を使用する。

    ③ 接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－ｎ－プチル及びフタル酸

       ジ－２－エチルヘキシル等を含有しない難揮発性の可塑剤を

       除く）が添加されていない材料を使用する。

    ④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の

       什器類は、ホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチ

       ものとする。

       レンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用した

（２）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に

    　おいて、「規制対象外」とは次の①又は②に該当する材料を

    　指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する材料を

    　指す。

    ①建築基準法施行令第20 条の７第１項に定める第一種、第二種

      及び第三種ホルムアルデヒド発散建築材料以外の材料

    ②建築基準法施行令第20 条の７第４項の規定により国土交通

      大臣の認定を受けた材料

    ③建築基準法施行令第20 条の７第１項に定める第三種ホルム

    　アルデヒド発散建築材料

    ④建築基準法施行令第20 条の７第３項の規定により国土交通

    　大臣の認定を受けた材料

発生材のうち、発注者に引渡しを要するもの

・ポリ塩化ビフェニル（ＰＣＢ）含有物　・金属類

・その他（　　　　　）

　・有（種類：　　　　　　　　）　・無

特別管理産業廃棄物の種類及び処理方法

　　処理方法：　　

　　分析調査の要否　・有　・無（分析調査済）

　　使用箇所：　　　　　　　　　

　　　 積層材、ＭＤＦ、 パーティクルボード、その他の木質建材、

    ① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板

発生材のうち、工事現場において再利用・再資源化を図るもの

　※現場説明書２－（５）（エ）及び「残材の処理及び再生材の

　　利用に関する共通特記仕様書」による

1　工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等により

　石綿を含有している吹付け材、成形板、建築材料等の使用の有無

　について調査し、監督職員に報告する。

2　分析による石綿含有の調査

　調査箇所　図示

　分析方法　・定性分析　　　・定量分析

仮設工事

鉄筋工事

コンクリート工事

鉄骨工事

・押出成形セメント板工事

適用工事種別

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ・ALCパネル

防水工事

技能検定の職種

　　トーチ防水工事作業

・ＦＲＰ防水工事作業

・改質アスファルトシート

・シーリング防水工事作業

・セメント系防水工事作業

・塩化ビニル系シート防水工事作業

・合成ゴム系シート防水工事作業

・アクリルゴム系塗膜防水工事作業

・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

・アスファルト防水工事作業

・エーエルシーパネル工事作業

・コンクリートブロック工事作業

・とび作業

・コンクリート圧送工事作業

・型枠工事作業 

・鉄筋組立て作業

・とび作業

石工事

タイル工事

木工事

屋根及びとい工事

金属工事

左官工事

建具工事

・左官作業

・ガラス工事作業

・ビル用サッシ施工作業

・鋼製下地工事作業 ・内外装板金作業

・大工工事作業

・タイル張り作業

・石張り作業　・石積み作業

・内外装板金作業　・スレート工事作業

・樹脂接着剤注入工事作業

5　技能士

化学物質の濃度測定

　測定の指定時期　・工事完成時　・（　　　）

空気中に含まれるホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチ

ルベンゼン、スチレン、パラジクロロベンゼンの濃度測定を実施

し、報告書により結果を報告する。

試料採取方法は、吸引方式（アクティブ法）とし、１箇所当りの

試料は２採取試料を同時採取する。また、分析は厚生労働省「室

内空気中化学物質の室内濃度指針値及び標準的測定方法について」

に準ずる。

6　室内空気中の

および鉄筋調査

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　・（　　　）

調査報告書　提出部数　・（　　　）

工種　・（　　　）　

調査方法　・（　　　）　調査範囲　・（　　　）　　

・コア抜き、はつり工事等

・ 探査機（電磁波レーダー法又は電磁波誘導法）による探査

※ 既存資料調査

・あと施工アンカー工事　※【６.６】及び【８.１２】による

配管・配線等の位置の墨出を行う。

範囲　※図示　・（　　　）

・ 放射線透過試験（電気設備工事編（2.11.2）および

機械設備工事編（4.1.2）による）

労働安全衛生法、「電離放射線障害防止規制」（昭和47年

労働省令第41号）等に定めるところによるほか、次による。

（1）作業主任者は、エックス線作業主任者の資格を有する

　ものとし、資格を証明する資料を監督職員に提出する。

（2）放射線照射量は最小限のものとし、照射中は人体に

　影響のない程度まで照射器より離れる。また、作業者

コンクリート厚さ　　  ｃｍ

フィルムサイズ　

（3）露出時間は、コンクリートの厚さ等により、適宜調整

　以外の立入禁止措置を講ずる。

　する。

（4）付近にフィルム、磁気ディスク等放射線の影響を受ける

　ものの有無を確認する。

撮影枚数　    枚　

2

仮
設
工
事

1　足場等

　　保護ｼｰﾄによる養生　※ 行う　・ 行わない

　　　設置範囲　※図示　・（　　　）　

　　騒音、粉じん等の対策　・行う　・行わない

　　　対策の方法　・防音パネル　・防音シート

　　　設置範囲（防音パネルの場合）　・（　　　）

　種別　 ※脚立、足場板等　・（　　　）         

　材料、撤去材等の運搬方法

　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種  ・Ｅ種

2　既存部分の養生

　　方法　※ビニルシート、合板等　・（　　　）

　　方法　※ビニルシート等　・（　　　）

　　方法　※ビニルシート等　・（　　　）　　 

　　保管場所　・図示　・（　　　）

・既存家具、設備等の養生　　範囲（　　　）

・既存ブラインド、カーテン等の養生　　範囲（　　　）

・固定された備品、机、ロッカー等の移動

　　移動する物（　　　）

　　移動先（　　　）

（5）躯体の墨出しは、表裏でズレがないように措置を講ずる。

　種別　 ※枠組足場　・くさび緊結式足場　・（　　　）         

　　（Ｃ種、Ｄ種の場合）利用可能な箇所　※図示　・（　　　）　

7　施工数量調査

8　埋設配管・配線

3 仮設間仕切り

・ A 種

・ B 種

※ C 種

充填材

○※ 有り

・木下地

・軽量鉄骨 ・無し

・片面

単管下地

充填材：グラスウール３２ｋ　（厚：５０ｍｍ以上）

 ・せっこうボード（9.5mm）

 ・合板(※9.0mm　・4.0mm)

 　防炎シート

・無し

○※ 有り

充填材塗　装仕上げ

充填材：グラスウール３２ｋ　（厚：５０ｍｍ以上）

・仮設間仕切りに設ける仮設扉の設置箇所等

　※図示　・（　　　）

　※図示　・（　　　）

・仮設間仕切りの設置箇所

種別 下地 　仕上げ（厚さmm） 塗装

材質

※木製

・（　　　）

※合板張り程度

・（　　　）

・無し

・片面

防
水
改
修
工
事

4　監督員事務所等

　・机（　）　・椅子（　）　・書棚（　）　・黒板（　）

　・寒暖計（　）　・ゴム長靴（　）　・雨合羽（　）

　・保護帽（　）　・懐中電灯（　）　・安全帯（　）　

　・受注者加入電話の子機（　）　・衣類ロッカー（　）

　・暖房機器　・消火器　・湯沸器　・掃除機等

・規模（　　）㎡程度

・仕上の程度　床：　　　　内壁：　　　　天井：　　　程度

・備える設備　※監督員と協議　・電灯　・給排水　・　

設置する備品の種類及び数量

3

4　事前調査

カーテンウォール工事

・自動ドア施工作業

・金属製カーテンウォール工事作業

塗装工事

内装工事

排水工事

舗装工事

植栽工事

　　　　　　　　断熱工事作業

・溶融ペイントハンドマーカー工事作業

・加熱ペイントマシンマーカー工事作業

・造園工事作業

・建築配管作業

・壁装作業

・吹付硬質ウレタンフォーム

・ボード仕上げ工事作業

・カーペット系床仕上げ工事作業

・プラスチック系床仕上げ工事作業

・建築塗装作業

※監督員事務所の設置の有無は、現場説明書(3-(4)ア)による。

（1.3.12）

（1.5.1）

（1.7.2）

（1.7.9）

（1.6.2）

（1.6.3）

（1.6.1）

（2.2.1）

（2.1.3）

（表2.2.1）

（2.3.1）

（2.3.2）

（表2.3.1）

（2.4.1）

シーリング改修工法の種類　　

・シーリング充填工法　 

施工箇所 シーリング材の種類目地寸法

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

8　シーリング

　シーリング材の目地寸法及び種類

（3.1.4）（3.7.2）

（表3.1.2）

（3.7.3）（表3.7.1）

（3.7.4）

1　改修工法

・アルミニウム製建具 ・かぶせ工法

・撤去工法

・新規に取り付ける

・樹脂製建具 ・かぶせ工法

・撤去工法

・新規に取り付ける

・建具表による　

・（　　　）

・外部・鋼製建具 ・かぶせ工法

・撤去工法

・新規に取り付ける

・内部 ・かぶせ工法

・撤去工法

・新規に取り付ける

・建具表による　

・（　　　）

・建具表による　

・（　　　）

・建具表による　

・（　　　）

・鋼製軽量建具 ・かぶせ工法

・撤去工法

・新規に取り付ける

・建具表による　

・（　　　）

・ステンレス製建具 ・かぶせ工法

・撤去工法

・新規に取り付ける

・建具表による　

・（　　　）

建具の種類 改修工法 適用箇所5

（新規に建具を設ける場合） 

　壁部分の開口の開け方　※図示　・（　　　）

  新規建具周囲の補修工法及び範囲　※図示　・（　　　）

建
具
改
修
工
事

（5.1.3）

  外部に面する建具

　枠の見込み寸法　※【表5.2.1】による　・（　　　）

2　アルミニウム製建具

・Ｂ種（建具符号：・建具表による　・（　　　））

・Ｃ種（建具符号：・建具表による　・（　　　）)

　（Ｃ種の場合）枠の見込み寸法　（　　　）

アルミニウム製建具の性能値等

・Ａ種（建具符号：・建具表による　・（　　　））

・防音ドア、防音サッシとする場合　

　遮音性の等級（T-　）　建具符号：・建具表による　・（　　　）

　遮音性の等級（T-　）　建具符号：・建具表による　・（　　　）

・断熱ドア、断熱サッシとする場合

（5.2.2）

（表5.2.1）

　調査範囲（・全体　　　　　　　　・図示　）

　貸与資料（アスベスト分析調査報告書　　）

　測定対象室　　（給食配膳室、学習室、学習室２、理科室）

　測定箇所数　　（４）箇所

・耐風圧性（Ｓ-５）　気密性（Ａ-３）　水密性（Ｗ-４）　　

・（水回り） ・（10×10） ・（SR-1）

・外部足場　設置範囲（図示）

・内部足場　設置範囲（施工範囲全体）

・既存部分の養生　　範囲（図示）

承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号

１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101 002
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. Ａ

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕 R8.2
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鋼製軽量建具 鋼製軽量建具建具の性能値等性能等級

　・適用しない 

　面内変形追随性の等級（D-　）

　建具符号　※建具表による　・（　　）

・防音ドア、防音サッシとする場合

・断熱ドア、断熱サッシとする場合

・耐震ドアとする場合

　遮音性の等級（T-　）　建具符号　※建具表による　・（　　）

　断熱性の等級（H-　）　建具符号　※建具表による　・（　　）

簡易気密型ドアセット（建具符号：※建具表による　・　　）

・亜鉛めっき鋼板　・ビニル被覆鋼板・カラー鋼板　

鋼板類の種類

※鋼板　・ステンレス鋼板　・アルミニウム合金の押出形材

召合せ、縦小口包み板の材質

・（　　　）

・図示による

鋼鈑類の厚さ

　片開き、親子開き及び両開き戸の１枚の戸の有効開口幅が950mm

　又は、有効高さが2,400mmを超える場合を除く。

※【表5.5.1】による

・ステンレス鋼板（※SUS304、SUS430JIL又はSUS443J1）　

5

　・適用する　（等級）気密性：Ａ－３

くつづりの仕上げ

※HL（ステンレス鋼板を使用する場合）　・（　　　）

（5.5.2）

（5.5.3）

（5.5.4）（表5.5.1）

　　※アルミニウム合金製　・ステンレス製　・黄銅製

　・レバーハンドル

　・握り玉

　　※亜鉛合金製　・ステンレス製

　　（レバーハンドルの材質）

・空錠

・グレモン錠

　耐じん性能　・グレード２　・グレード１　・適用外

　実用性能項目（鋼製建具、鋼製軽量建具を除く）

　・（　　　）　・グレード３以上

　　　　　　　　　　　・（　　　）

　シリンダーサイド　※外側シリンダー、内側サムターン

　錠前類 （シリンダ箱錠及び本締り錠の場合）

・本締り錠

　見え掛り部の材質（　　　）

　金物の種類（　　　）

建具の形式に応じた金物の種類及び見え掛り部の材質

　　（レバーハンドルの材質）　

開き戸（図示によらない場合）

　　※アルミニウム合金製　・ステンレス製　・黄銅製

　・握り玉　・レバーハンドル

・シリンダー箱錠

　※【表5.8.1】による　　・（　　） 

金物の種類及び見え掛り部の材質

（表5.8.1）

（5.8.2）

8 建具用金物

ガラス14

（5.14.2）

（5.14.3）

（5.14.4）

・強化ガラス

特性による種類

・Ⅰ類・型板強化ガラス

・フロート強化ガラス

・熱線反射強化ガラス

・6mm

・4mm

・8mm

・10mm

・12mm

・Ⅲ類 

　材料板ガラスの種類

・図示

厚さ

　平面強化ガラス　施工箇所　・図示　・（　　　）

　※壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井の改修範囲

　を行う

改修範囲

　・図示による

　・図示による

天井の撤去に伴う取合部の壁面の改修

　※既存のまま　・ 図示

　※壁面から両側600mm程度とし、既存仕上げに準じた仕上げ

他の部位との取合い等16

内
装
改
修
工
事

既存間仕切壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁及び床の

（6.1.3）

6-1

内
装
改
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事

木
下
地
等

　・部位（　　　）ホルムアルデヒド拡散量（　　　）

　　塗装していないものは「非ホルムアルデヒド系接着剤使用」

　※「Ｆ☆☆☆☆」又はホルムアルデヒド放散量表示が無い場合、

　　塗装したものは「非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルム

　　アルデヒドを拡散しない塗料使用」、化粧加工したものは

　　「非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

　　しない材料使用」とする

材料のホルムアルデヒド拡散量等1　材料

材面の品質

・１級

・無

・有（Ｋ　）

保存処理

・18％以下

・15％以下

含水率

・押角

・耳付材

　施工箇所（　　　　）

　樹種（　　　　）寸法（　　　　）

※２級

形状

2　製材 ・JAS 1083-5（製材－第５部：下地用製材）による下地用製材

 ・並

 ・無節

 ・小節

 ・上小節

・角類

・板類

・無

・有（Ｋ　）

保存処理

・18％以下

・15％以下

含水率

※板類における等級

　枠、額縁、敷居、かもい、かまちの類の見え掛り面は、上小節

　それ以外は、小節

形状材面の品質

等級による材面の品質の基準以外の要求品質

・（　　　）

※10％以下

・13％以下

含水率

・無

・有（Ｋ　）

保存処理

　・２級

　・特級

　※１級

　施工箇所（　　　　）

　樹種（　　　　）寸法（　　　　）

材面の品質

・JAS 1083-2（製材－第２部：造作用製材）による造作用製材

・JAS 1083-6（製材－第６部：広葉樹製材）による広葉樹製材

（6.5.2）

（6.5.2）

　※F☆☆☆☆　・（　　　）

・普通合板

品名 厚さ 板面の品質

（広葉樹）

（針葉樹）

　※Ｃ－Ｄ以上

 ・（　　　）

・１等　※２等以上

 ※5.5mm

・（　　　）

　防虫処理　・行う　・行わない

　接着の程度　・Ⅰ類　・Ⅱ類　（常時湿潤状態の場所）※Ⅰ類

施工箇所（　　　　　　　）単板の樹種（　　　　）

・「合板の日本農林規格」第４条による下地用合板(普通合板)

品名 厚さ 板面の品質

（広葉樹）

（針葉樹）

　※Ｃ－Ｄ以上

 ・（　　　）

・１等　※２等以上

・構造用合板  ※12mm

等級

　・１級

　・２級

　防虫処理　・行う　・行わない

　保存処理　・行う（Ｋ　）　・行わない

　接着の程度　・特類　・Ⅰ類　（常時湿潤状態の場所）※特類

　・強度等級の指定

　　曲げヤング係数（　　－　　）

　　曲げ強さ（　　－　　）

施工箇所（　　　　　　　）単板の樹種（　　　　）

・「合板の日本農林規格」第６条による下地用合板(構造用合板)

（6.5.2）

6　合板等

8　防腐・防蟻

 　・防虫処理

（6.5.5） ・相模原産材の使用

防虫処理　・行う　・行わない

　・仕上げ表による　・（　　　　　　　　）

6-2 1　軽量鉄骨天井下地

　・図示　・（　　　）

野縁等の種類

　屋外　※25形　・19形　・（　　　）

　屋内　※19形　・25形　・（　　　）

　・図示　・（　　　） 

周辺部の端からの間隔（屋外の場合）

野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔（屋外の場合）

野縁の間隔（屋外の場合）

　・図示　・（　　　） 

内
装
改
修
工
事

軽
量
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天
井
下
地

（6.6.2）

（6.6.3）

　・使用する　・使用しない

　　確認強度　※400N程度(吊ボルト受け等間隔900mm程度かつ

　　　　　　　　天井面構成部材等単位面積当たりの質量が

　　　　　　　　20㎏/㎡以内の天井の場合）

　　　　　　　・（　　　）

　・使用する　・使用しない

　　確認箇所数　※当該階において3箇所(屋内の場合）

　　　　　・（　　　）　　

　　確認強度　※400N程度(吊ボルト受け等間隔900mm程度かつ

　　　　　　　　天井面構成部材等単位面積当たりの質量が

　　　　　　　　20㎏/㎡以内の天井の場合）

　　　　　　　・（　　　）

　既存吊りボルトの引張り試験（使用する場合）

　あと施工アンカーの引張り試験（使用する場合）

・吊りボルトの間隔が900mmを超える場合

　補強方法　・図示　・（　　　）

屋外の軒天井、ピロティ天井等の補強

・天井下地材における耐震性を考慮した補強 

・天井のふところが3.0mを超える場合 

　補強方法　※図示　・（　　　）

　補強材の設置方法　・図示　・（　　　）

　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法 　

 ※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力

　（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法） 

　　・適用しない 

2 軽量鉄骨壁下地

　・50形　・65形　・90形　・100形　・（　　　）

　※図示　・（　　　）　　

スタッドの高さが5.0ｍを超える場合

スタッド、ランナー等の種類 

出入口及びこれに準ずる開口部の補強方法

　※【表6.7.1】によるスタッドの高さによる区分に応じた種類

　※【6.7.4(5)(ア)～(ウ)】による　・図示

（6.6.4）

（6.7.3）

（表6.7.1）

（6.7.4）

吊りボルト受け等の既存の埋込みインサート

　　確認箇所数　※当該階において3箇所(屋内の場合）

　　　　　　　　・（　　　）　　

吊りボルト受け等のあと施工アンカー

内
装
改
修
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事

仕
上
等

6-3 施工箇所（　　　）

・発泡層の

ないもの

・発泡層の

あるもの

種類

・柄物

・無地

・ﾏｰﾌﾞﾙ柄 

・無地

・防滑性 

・耐薬品性 

・耐動荷重性 

・帯電防止 ※ 2.0

厚さ（㎜）　特殊機能　色柄　JIS 記号

　　体積電気抵抗値（JIS A 1454）1×107 ～1×1010Ω程度

　帯電防止性能　

　※ＦＳ

　・（　　　） ・（　　　）

　・（　　　） ・（　　　）

下地の工法（モルタル、セルフレベリング材、木下地以外）　

【6.8.3】

（6.8.2）

1　ビニル床シート

　　帯電防止性能評価値（JIS A 1455）1.2以上～3.2未満又は

目地処理の工法　※熱溶接工法　・突付け

3　ビニル幅木

高さ(mm)　※60　・75　・100

材質　・軟質　・硬質 

厚さ(mm)　※1.5以上　・（　　　）

（6.8.2）

種類 厚さ(mm)、規格等

・ 硬質木毛セメント板

・ 中質木毛セメント板

・ 普通木毛セメント板 　・15　・20　・25　・30　・40　・50

・ 硬質木片セメント板

・ 普通木片セメント板 ・30

タイプ 2（無石綿）

・0.8けい酸カルシウム板

・1.0けい酸カルシウム板

・5　・6　・8　・9　・10　・12  

・4　・5　・6　・8　・9　・10　・12

・12(不燃)　・15　・19

・フラットタイプ

・凹凸タイプ

・12.5（不燃）・15(不燃）

・9.5（準不燃）

・化粧無（ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様） 

・化粧無（下地張り用） 

・9.5 (不燃) 

・ ロックウール

　　吸音ﾎﾞｰﾄﾞ1号

・ グラスウール

　　吸音ﾎﾞｰﾄﾞ号32K

・ せっこうボード

・ 不燃積層

　　せっこうボード

・9(準不燃)　・9(不燃)　・12(不燃）　　化粧吸音板

・ ロックウール

・25(ｶﾞﾗｽｸﾛｽ包）・（　　　）

・25　・（　　　） 

・12　・15　・18　・21　・（　　　）

　・15　・20　・25　・（　　　）

　・15　・20　・25　・（　　　）その他のボード張り

10 せっこうボード

板面の品質（　　　　　　） 

厚さ(mm)（　　　） 

接着の程度（・1類　・2類 ） 

・　普通合板

・ 強化

　　せっこうボード

・ 吸音用あなあき

　　（ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様）

・ 化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

　　（木目）

・ 化粧せっこうボード

・ せっこうラスボード

　　せっこうボード

・ シージング

　　せっこうボード

・12.5（不燃）

・9.5（準不燃）

・9.5（準不燃）

・9.5（準不燃）・12.5（不燃）

・15（不燃) ・21（不燃）

・9.5（不燃）

模様(・柾目・板目）

表面の樹種名（　　　）

防虫処理　・有　・無

接着の程度（・1類　・2類 ） 

厚さ(mm)（　　　） 

化粧板の樹種名（　　　　　　　　）・ 天然木化粧合板　Ｇ

防虫処理　・有　・無

・3　・7　・9　・12　・（　　　）

・10　・12　・15　・18　・（　　　）

・10(難燃)　・12(難燃)　・（　　　）

・未研磨板　RN

・ ハードボード（素地）
・研磨板　 RS

　・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ　・ﾃﾝﾊﾟｰﾄﾞ

・内装用　DI　・外装用　DE

・2.5　・3.5　・5　・7
・ ハードボード（化粧）

　・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ　・ﾃﾝﾊﾟｰﾄﾞ

・ インシュレーション

　　ボード

A級　（・ 天井仕上・ 内装仕上）

・9　・12　・15　・18

　　パーティクルボード ・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲ　DO

・ 化粧 ・単板ｵｰﾊﾞｰﾚｲ  DV　・塗装　DC

・ ミディアムデンシティ

・ メラミン樹脂化粧板

　　ファイバーボード

　　パーティクルボード

・ 単板張り ・無研磨板　VN　・ 研磨板　VS

化粧加工の方法 ・ 特殊加工化粧合板　Ｇ

接着の程度（・1類　・2類 ） 

厚さ(mm)（　　　） 

（・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ ・ﾌﾟﾘﾝﾄ ・塗装・　　） 

表面性能（　　　）タイプ 

防虫処理　・有　・無

（6.13.2）

（表6.13.1）

　施工箇所（　図示　）

　樹種（杉（津久井産材））寸法（　図示　）

・（ 24㎜ ）

・下地種別（ 図示  ）　工法（　　　）

承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号
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承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号

１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101 004
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. Ａ

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕 R8.2

NON SCALE

17 材料 屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

（ＪＩＳ等の材料規格において放散量が規定されている場合）

  ※Ｆ☆☆☆☆　・（　　　）

防火材料の指定　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。 

　　　　　　　　・図示による

塗
装
改
修
工
事

下地調整2 下地調整の種別

　施工箇所　下地調整の種別　下地面の種類

・木部 ・RA種　・RB種　・RC種　

・木部（不透明塗料塗り） ・（　　　）

・鉄鋼面 ・（　　　）・RA種　※RB種　・RC種　

・（　　　）・亜鉛めっき鋼面 ・RA種　※RB種　・RC種　

・（　　　）

（無塗装既存亜鉛めっき

・亜鉛めっき鋼面

　鋼面に塗装を行う場合）

・モルタル、プラスター面 ・（　　　）・RA種　※RB種　・RC種　

　ＡＬＣパネル面

・コンクリート面(DP以外) ・RA種　※RB種　・RC種　

・コンクリート面(DP)、

　押出成形セメント板面

・（　　　）・RA種　・RB種　・RC種　

・せっこうボード面及び

　その他ボード面

・RA種　※RB種　・RC種　

　※劣化部分は除去、活膜部分は残す　・図示　・（　　　）

既存塗膜の除去範囲（【表7.2.1】～【表7.2.7】までのRB種の場合）

下地面等

※A種　・B種不透明塗料塗りの場合

透明塗りの場合
木部

種別

・A種　・B種

モルタル面及びプラスター面

※A種　・B種せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面及び

その他ﾎﾞｰﾄﾞ面

継目処理工法

継目処理工法以外

ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ALCﾊﾟﾈﾙ面

押出成形ｾﾒﾝﾄ板面及びDP塗り下地ｺﾝｸﾘｰﾄ面

※B種（DP塗の場合）

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面

3　素地ごしらえ

・A種　※B種

・A種　・B種　※C種

・A種　※B種

・A種　※B種

・A種　・B種

・A種　※B種

（7.1.3）

（7.2.1）

（7.2.2）（表7.2.1）

（7.2.3）（表7.2.2）

（7.2.4）（表7.2.3）

（7.2.5）（表7.2.4）

（7.2.6）（表7.2.5）

（表7.2.6）

（7.2.7）（表7.2.7）

（7.2.1）

（7.3.2～7.3.7）

・RA種　※RB種　・RC種　

　　　　　RA種　

5　塗装

（表7.9.4）

（7.9.5）

（表7.9.3）

（7.9.4）

（表7.9.2）

（7.9.3）

（表7.9.1）

（7.9.2）

　A種

　A種
※B種

※A種※B種

・B種 

・A種 ※B種

※Ａ種

しみ止めの適用（塗替えの場合）　・有　・無

・亜鉛めっき鋼面

・（　　）

・鉄鋼面

・（　　）

・（　　） ・（　　）

・屋内木部

・コンクリート面等

・つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（ＥＰーＧ）

・（　　）

新規塗替え

工程の種別塗装面の種類

・木材保護塗料塗り（ＷＰ）

塗装面の種類 工程の種別

塗替え 新規

木部 ※B種

・A種

※B種

・A種

（7.13.2）

（表7.13.1）

の除去工事

1　石綿含有建材

石綿粉じん濃度の測定　・行う　・行わない

石綿含有建材除去後の仕上げ工事　※図示　・（　　　）

4方向各1点

測定 1

測定 2

・

・

・2点　・3点

適用 測定名称

処理作業前 処理作業室内

施工区画周辺又は敷地境界

（各施工箇所ごと）測定時期 測定場所
測定点

　測定時期、測定場所及び測定点

（隔離ｼｰﾄ撤去前）

測定 3

測定 4

測定 5

・

・

・

測定 6

測定 7

測定 8

・

・

・ 4方向各1点

処理作業後

処理作業中

処理作業室内

処理作業室内

ｾｷｭﾘﾃｨｰｿﾞｰﾝ入口

（処理作業室外の場合）

施工区画周辺又は敷地境界

施工区画周辺又は敷地境界

　2点

　1点

　1点

　2点

　※測定点の位置は、監督員との協議による

　　石綿粉じん濃度の測定方法は、JIS K3850-1「空気中の繊維状

　粒子測定方法－第１部：光学顕微鏡法及び走査型電子顕微鏡」、

　労働省告示第46号「作業環境測定基準」に従い(公社)日本作業

　環境測定協会で発行している「作業環境測定ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ１－鉱物

　示されている方法による。

　性粉じん・石綿・RCF－」又は環境省「ｱｽﾍﾞｽﾄﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞﾏﾆｭｱﾙ」に

集じん・排気装置の排出口

　　作業環境測定機関（厚生労働大臣又は都道府県労働局長の登録

　　３部作成

　を有する者・機関

　を受けた機関）若しくは環境計量機関又はこれと同等以上の技術

・2点

・4方向各1点

環
境
配
慮
改
修
工
事

9

・石綿含有吹付け材の除去

　除去対象範囲　・図示　・（　　　）

　除去工法　※【9.1.3(2)(ｱ)(a)～(d)】による

　・（　　　　）

  除去した石綿含有吹付け材等の飛散防止　※湿潤化　・固形化

　除去した石綿含有吹付け材等の処分方法

　・中間処理（溶融施設又は無害化処理） 

　・埋立処分（管理型最終処分場の一定の場所)　　　

測定方法

測定機関

報告書

・石綿含有保温材の除去 　　　

　除去工法　・破砕して除去する　・原形のまま、手ばらし

　除去対象範囲　・図示　・（　　　）

  除去した石綿含有吹付け材等の飛散防止　※湿潤化　・固形化

　除去した石綿含有保温材の処分

　　・埋立処分（安定型最終処分場の一定の場所)　　　

　・中間処理（溶融施設又は無害化処理） 

（9.1.1）

（9.1.3）

（9.1.4）

　除去した石綿含有成形板の処分 　

　　・石綿含有せっこうボード 　　　　

　　 　 ※埋立処分(管理型最終処分場の一定の場所) 　　

・石綿含有成形板の除去 　　　

  除去対象範囲　・図示　　・（　　　） 

　　・石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板

　　　・埋立処分（安定型最終処分場の一定の場所)　　　

　    ・中間処理（溶融施設） 　　

作業場所の周辺の養生　・行う　・行わない　

・石綿含有仕上塗材の除去

　除去対象範囲　・図示　・（　　　）

　除去した石綿含有仕上塗材の処分

　・中間処理（溶融施設又は無害化処理） 

　　・埋立処分（安定型最終処分場の一定の場所)　　　

　除去工法　・高圧水洗工法　・剥離剤　・（　　　）

　・汚泥として処理 

　　処分方法（　　　）

　　保管方法（　　　）　運搬方法（　　　）

（9.1.5）

（9.1.6）

・（ 図示 ）

・（ 図示 ）

・（ 図示 ）

改 修 特 記 仕 様 書 （ ３ ）



承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号

１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. Ａ案 内 図

005

裁判所前

相模原市役所

相模原市市民会館

相模原市税務署

中央小学校前

市役所前

市民会館前

税務署入口

工事場所：　市立中央中学校

所在地：神奈川県相模原市中央区富士見１ー３ー１７

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕

S=1:2500（A2）
S=1:3500（A3）

R8.2



市道 南橋本弥栄荘

承認 設計 製図 担当 工事名称 図面番号

１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. Ａ

設計年月

006

プール

体育館

仮設棟

Ｅ棟

Ｄ棟

Ａ棟

Ｂ棟

正門

保
冷

灯
油
庫

凡 例

今 回 工 事 部 分

市
道

 
村

富
星
が

丘

市道 富士見42号

市道 富士見42号

Ｃ棟

仮　　設　　計　　画　　図　　　１：600

2,300 7,700

真
北

仮囲い（ガードフェンス）

凡 例

内部仮囲い

万能鋼板　H＝3000程度

交通誘導員（常駐1人/日＋α）誘

（H=1800程度）

2,300 7,700

2,300 7,700

１ 階 平 面 図   1 : 3 0 0

２ 階 平 面 図   1 : 3 0 0

３ 階 平 面 図   1 : 3 0 0

7,700

内部仮設

内部仮設

内部仮設

（軽量鉄骨・片面合板 t=9.0・塗装無し）

くさび式足場（巾900）ネット状シート養生

※　工事着手前に現地を確認の上、再度作成する事

単管+ﾒｯｼｭｼｰﾄ　H＝1800

工事車両出入口

利用者出入口

工事区画

▲

▲
誘

6.0m

18
.
3m

33.6m

1
2.

1m

6.
4
m

1,200

1,200

0.8m

0.8m

0.8m

0.8m

17
m

17
m

配 置 図 ・ 仮 設 計 画 図 （ 参 考 図 ）

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕

S=1:300,1:600（A2）
S=1:420,1:840（A3）

R8.2

・仮囲い等撤去後は校庭の整地を行うこととする

・整地の仕様は以下の通りとする

　使用重機：タイヤローラー、振動ローラー、ロードローラー、

　　　　　　モーターグレーダー

　　　工程：①路床整正

　　　　　　②スクリーニングス敷均し

　　　　　　③スクリーニングス締固め



承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号

１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101 007
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. Ａ１ 階 全 体 平 面 図  （ 既 存 ）
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１階平面図　　　1：300

Ｃ棟 Ａ棟

廊下

UP

倉庫

渡り廊下

灯油庫

保冷庫
総合配膳室

倉庫

廊下

普通教室6 普通教室5 普通教室4 普通教室3 普通教室2 普通教室1

普通教室1 学習室 指導室 事務室 玄関

昇降口Ａ
準備室 第１美術室

昇降口Ｂ
ﾎﾟﾝﾌﾟ室
消火栓
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変電室

準備室

廊下

金工室
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理科準備室

音楽室２ 音楽室１

音楽準備室

木工準備室

木工室

Ｅ棟

凡 例

今 回 工 事 部 分

準備室

男子
更衣室

Ｄ棟

真
北

Ｂ棟

第１理科室

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕

S=1:300（A2）
S=1:420（A3）

R8.2



承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号

１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101 008
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. Ａ

凡 例

今 回 工 事 部 分

２ 階 全 体 平 面 図  （ 既 存 ）
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真
北

Ｂ棟

第３学習室 第２学習室

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕

S=1:420（A3）
S=1:300（A2）

R8.2



1,050
1,950

承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号

１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101 009
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. Ａ

凡 例

今 回 工 事 部 分
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Ｒ階平面図　　　1：300

X17X16

Y1

Y3 Y3

３ 階 ・ Ｒ 階 全 体 平 面 図  （ 既 存 ）

国際教室

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕

S=1:300（A2）
S=1:420（A3）

R8.2



承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号

１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101 010
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. Ａ

4,250 4,250 4,250 1,950 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 1,500 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,2504,250
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X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19 X20 X21 X22 X23 X24 X25 X26

4,000
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0
2,

3
00

7,
7
00

Y1

Y2

1,
00

0

Y3

１階平面図　　　1：300

Ｃ棟 Ａ棟

廊下

UP

倉庫

渡り廊下

灯油庫

保冷庫
総合配膳室

倉庫

廊下

普通教室6 普通教室5 普通教室4 普通教室3 普通教室2 普通教室1

普通教室1 学習室 指導室 事務室 玄関

昇降口Ａ
準備室 第１美術室

昇降口Ｂ
ﾎﾟﾝﾌﾟ室
消火栓

ﾎﾟﾝﾌﾟ室 教材室 保健室
男子
便所

女子
便所

男子
便所

女子
便所

男子
便所

女子
便所

更衣室
女子

印刷室

調理準備室

調理室

被服室

被服準備室

女子便所

男子便所

変電室

準備室

廊下

金工室

金工準備室

理科準備室

音楽室２ 音楽室１

音楽準備室

木工準備室

木工室

Ｅ棟

凡 例

今 回 工 事 部 分

男子
更衣室

Ｄ棟

真
北

Ｂ棟

１ 階 全 体 平 面 図  【 改 修 】

給食配膳室 学習室

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕

S=1:300（A2）
S=1:420（A3）

R8.2



承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号

１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101 011
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. Ａ

凡 例

今 回 工 事 部 分

廊下

屋上

屋上

２階平面図　　　1：300

Ｃ棟 Ａ棟

Ｅ棟

Ｄ棟

4,250 4,250 4,250 1,950 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 1,500 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,2504,250
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0
2,

3
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7
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X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19 X20 X21 X22 X23 X24 X25 X26

Y1

Y2

Y3

普通教室4 普通教室3 普通教室2 普通教室1 普通教室5 学習室

ＰＣ教室 ＰＣ準備室 校長室

職員室 屋根

倉庫

図書室屋上5

女子
便所便所

男子
便所
男子 女子

便所
教材室

廊下

女子
便所便所

男子
屋上3 放送室 視聴覚室 屋上4 教材室

真
北

Ｂ棟

２ 階 全 体 平 面 図  【 改 修 】

第３学習室 第２学習室

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕

S=1:420（A3）
S=1:300（A2）

R8.2



1,050
1,950

承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号

１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101 012
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. Ａ

凡 例

今 回 工 事 部 分

Ｃ棟 Ａ棟

4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 1,500 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,2504,250
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女子国際室

準備室 第２理科室

特活室
便所
女子男子

便所

屋上

3,000

Ｂ棟

３階平面図　　　1：300

真
北

屋上1

屋上2

屋上
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1
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X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18

Ｒ階平面図　　　1：300

X17X16

Y1

Y3 Y3

３ 階 ・ Ｒ 階 全 体 平 面 図  【 改 修 】

準備室 第１理科室

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕

S=1:300（A2）
S=1:420（A3）

R8.2



承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号

１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101 013
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. Ａ１ 階 ・ ２ 階 ・ ３ 階  平 面 図 （ 既 存 ）

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕 R8.2

１階平面図　　　1：150 ２階平面図　　　1：150 ３階平面図　　　1：150
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給食配膳室 教材室

第３学習室 第２学習室

教材室

国際教室 ＬＬ教室
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犬走り
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0
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ｱｽﾌｧﾙﾄ撤去

Ａ 詳細図
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縁石（撤去）

ｶｯﾀｰ入

2
,4
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1,200

ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去（600*900*t150程度）

Ａ 詳細図 S=1:50

CB 吹付タイル仕上（撤去）

矢視

点検口 450×600（撤去）

点検口 450×600（撤去）

2,
6
00

(天
井

高
)

3,
5
80

800

CB 吹付タイル仕上 t=100（撤去）

▽FL

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去 t=50

S=1:20,150（A2）
S=1:28,210（A3）



承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号

１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101 014
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. Ａ１ 階 ・ ２ 階 ・ ３ 階  平 面 図 【 改 修 】

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕

アスファルト舗装

プライムコート
粒度調整砕石路盤

アスファルト舗装 S=1:20

50
15

0

R8.2

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭΦ6 150角

１階平面図　　　1：150 ２階平面図　　　1：150 ３階平面図　　　1：150
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Ａ 詳細図

ｺﾝｸﾘｰﾄ復旧（600*900*t150程度）

Ａ 詳細図 S=1:50

矢視

2,
6
00

(天
井

高
)

3,
5
80

800

▽FL

ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板 t=3.0（新設）
点検口 SD-1 450×450（新設）

点検口 SD-1 450×450（新設）

ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板 t=3.0（新設）

LGS90型 PB t=12.5（重張）の上

2
,4

00

縁石（復旧）

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装復旧

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装復旧

LGS t=90 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5（重張）の上

S=1:20,150（A2）
S=1:28,210（A3）



ｺﾝｸﾘｰﾄ斫ﾘ 

W1600*D550*H800

CH=3000

OP塗灰取口

床

備 考

－－－天井高さ

ﾗﾜﾝ　OPｶｰﾃﾝBOX

巾 木

壁

天 井

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ仕上　VP

ｱﾙﾐ枠黒板

理 科 室 ・ 仕 上 表 （ 既 存 ）

12,750

7
,7

0
0

4,250 4,250 4,250

490 1,600 70 1,600 490 490 1,600 70 1,600 490 490 1,600 70 1,600 490

225

承認 設計 製図 担当 工事名称 図面番号

１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. Ａ

撤 去

床：合成樹脂系長尺床材 t=2.5（撤去）

撤 去

撤 去

既存のまま 撤 去

撤 去

ｼﾅ ﾍﾞﾆﾔ t=60 目透かし張(一部) 

設計年月

第 １ 理 科 室 → 給 食 配 膳 室  平 面 詳 細 図 (既 存 )

015

第 １ 理 科 室

1,700 4902,0604,2502,0601,700490

木製ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(撤去)

ｽﾃﾝﾚｽ流し(撤去)ｽﾃﾝﾚｽ流し(撤去)

既存のまま

上部：扇風機(取外・学校引渡し) 上部：扇風機(取外・学校引渡し)

W1600*D550*H800

＜ 欄 間 部 分 ＞

490 1,700 120 1,450 490 490 1,575 120 1,575 490 490 1,450 120 1,700 490

(撤去)

有孔化粧石膏吸音板張 t=9.0(LGS共)

実験台(撤去)
W1800*D900*H800

実験台(撤去)
W2400*D900*H760

実験台(撤去)
W2400*D900*H760

実験台(撤去)
W2400*D900*H760

実験台(撤去)
W2400*D900*H760

実験台(撤去)
W2400*D900*H760

実験台(撤去)
W2400*D900*H760

ｱﾙﾐ枠掲示板

(撤去)
ｱﾙﾐ枠掲示板

Ｘ１ Ｘ４

Ｙ１

Ｙ２

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕

木製ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(撤去) 木製ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(撤去)

ｽﾃﾝﾚｽ作業台(撤去)
W2160*D550*H800

ｽﾃﾝﾚｽ作業台(撤去)
W2150*D550*H800

木製建具(撤去)ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ150*150*25(撤去)

(既存のまま)(既存のまま)

一部：磁器質ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼 25角(下地ﾓﾙﾀﾙ共t=25)

合成樹脂系長尺床材 t=2.5(ｱｽﾍﾞｽﾄ含有)

ｿﾌﾄ巾木　H=100 (ｱｽﾍﾞｽﾄ含有)

ｶｰﾃﾝBOX 140*200*25 (撤去) ｶｰﾃﾝBOX 140*200*25 (撤去) ｶｰﾃﾝBOX 140*200*25 (撤去)

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ140＊200＊25 ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ140＊200＊25

ｼﾅ ﾍﾞﾆﾔ t=6.0 直張り
木胴縁45*105共(撤去)

配管、フロアコンセント跡モルタル補修

Ａ

展開方向 ＢＤ

Ｃ

第１理 科 室 ・ 平 面 詳 細 図 （ 既 存 ）　  1/50

既存のまま

撤 去

撤 去

実験台(7台)

ｽﾃﾝﾚｽ流し台(2台)

撤 去ｽﾃﾝﾚｽ作業台(2台)

石膏ﾎﾞｰﾄﾞt12.5、LGS下地
撤 去

床：磁器質ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼 25角（撤去）
下地ﾓﾙﾀﾙ共t=25

床斫り範囲(W360程度) 床斫り範囲(W360程度) 床斫り範囲(W360程度)

S=1:70（A3）
S=1:50（A2）

ｱﾙﾐ枠黒板
(撤去)

1,400

2
00

R8.2

t=150



5003,260 4,250 500 583 490

灰取口

床

備 考

－－－天井高さ

ｶｰﾃﾝBOX

巾 木

壁

天 井

Ａ

展開方向 ＢＤ

Ｃ

12,750

7
,7

0
0

4,250 4,250 4,250

490 1,600 70 1,600 490 490 1,600 70 1,600 490 490 1,600

225

承認 設計 製図 担当 工事名称 図面番号

１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. Ａ

第１理 科 室→給食配膳室 ・ 平 面 詳 細 図 【 改 修 】　  1/50

第 １ 理 科 室 → 給 食 配 膳 室 ・ 仕 上 表 【 改 修 】

新 設 新 設

ｿﾌﾄ巾木　H=100　 新 設

新 設

設計年月

牛乳保冷庫

016

(SRM-750)同等品以上(備品)

壁:GL工法+PB t=12.5の上､

LGS19型下地 新 設

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 突付貼

GL工法+PB t=12.5の上､

化粧ｹｲｶﾙ板 t=6.0 ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ

　 化粧ｹｲｶﾙ板 t=6.0 ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ(新設)

＜ 欄 間 部 分 ＞

490 72 2,605

490 1,200 120 1,285 72 583 500 490 1,594 72 1,594 500 500 583 72 1,285 120 1,200 490

Ｘ１

Ｙ１

Ｙ２

Ｘ４

熱風消毒保管庫
(SEⅡ-30AN)同等品以上(備品)

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕

1,200(有効開口) 1,200(有効開口)

TOTO L250CM（同等品以上）

500

ｱﾙﾐ製建具 ｶﾊﾞｰ工法(新設)

CH=2800

ﾗｲﾆﾝｸﾞ(新設) 額縁:ｽﾌﾟﾙｽ 25*100 EP-G塗(新設)

床ﾓﾙﾀﾙ補修範囲 床ﾓﾙﾀﾙ補修範囲 床ﾓﾙﾀﾙ補修範囲

額縁:ｽﾌﾟﾙｽ 25*55 EP-G塗替え 額縁:ｽﾌﾟﾙｽ 25*55 EP-G塗替え 額縁:ｽﾌﾟﾙｽ 25*55 EP-G塗替え
見切縁：ｽﾌﾟﾙｽ 25*55 EP-G塗（新設） 見切縁：ｽﾌﾟﾙｽ 25*55 EP-G塗（新設）

ｽﾃﾝﾚｽ2槽ｼﾝｸ(新設)1800×750×850

手洗い器(新設)【設備工事】
新日本厨機　HD2-1875（同等品以上）

見切縁：ｽﾌﾟﾙｽ 25*55 EP-G塗（新設）
額縁:ｽﾌﾟﾙｽ 25*55 EP-G塗替え

廊下部：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ張替え範囲 廊下部：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ張替え範囲 廊下部：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ張替え範囲

壁(柱):GL工法+PB t=12.5の上､
化粧ｹｲｶﾙ板 t=6.0 ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ(新設)

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ t=15の上、
防汚性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0(新設)

壁(柱):GL工法+PB t=12.5の上､
化粧ｹｲｶﾙ板 t=6.0 ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ(新設)

見切縁：ｽﾌﾟﾙｽ 25*55 EP-G塗（新設）

見切縁：ｽﾌﾟﾙｽ 25*55 EP-G塗（新設）

S=1:70（A3）
S=1:50（A2）

4
45

石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=21＋21(両面張り)    

化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板 t=6.0 ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ

1,5005070 50

R8.2

ｺﾝｸﾘｰﾄ復旧 

t=150 ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ 6Φ 150角

第１理科室→給食配膳室 平面詳細図【改修】

床：ｹﾚﾝ下地調整の上、超防汚性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0(新設)

壁:LGS下地100型(新設)　　　　　　　　

超防汚性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0



壁:GL工法+PB t=12.5の上､

（ 既 存 ）

【 改 修 】

（ 既 存 ）

【 改 修 】

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｄ

ｽﾋﾟｰｶｰ

FIX FIX FIXFIX FIX FIX FIX FIX FIX FIX

目透かし張 

ｼﾅ ﾍﾞﾆﾔ t=6.0 目透かし張 

ｼﾅ ﾍﾞﾆﾔ t=6.0 目透かし張 

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP

ｱﾙﾐ枠掲示板
ﾍﾞﾙﾄｰﾝ貼
5120*1200

ｱﾙﾐ枠掲示板
ﾍﾞﾙﾄｰﾝ貼
5120*950

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP

ｼﾅ ﾍﾞﾆﾔ t=6.0 

Ａ Ｂ

巾木：ｿﾌﾄ巾木 H=100（新設）
床：防汚性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0

FAX.042-753-6163

TEL.042-752-0101

一級建築士事務所

株式会社開匠建築設計
Kaisho Architects & Engineers,Inc.

千 葉 昭 弘

１級建築士 第187090号

図面名称

工事名称 設計年月

縮尺

図面番号担当製図設計承認

Ａ

合成樹脂系長尺床材 t=2.5(撤去)
巾木：ｿﾌﾄ巾木 H=100(撤去)

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP(既存のまま)

天井：有孔化粧石膏吸音板張 t=9.0(撤去)

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP(既存のまま)

天井：有孔化粧石膏吸音板張 t=9.0(撤去)

(既存のまま)

(撤去)

(撤去)

(撤去)

(撤去)

建具(撤去)

(既存のまま)

合成樹脂系長尺床材 t=2.5(撤去)

天井：有孔化粧石膏吸音板張 t=9.0(撤去)

巾木：ｿﾌﾄ巾木 H=100(撤去)

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP

灰取口

(撤去)

ｽﾃﾝﾚｽ流し(撤去)

FIX FIX FIXFIX FIX FIX

Ｃ Ｄ

天井：有孔化粧石膏吸音板張 t=9.0(撤去)

(既存のまま)

巾木：ｿﾌﾄ巾木 H=100（新設）

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP
(既存のまま)

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP
(既存のまま)

ｱﾙﾐ枠掲示板 ｱﾙﾐ枠上下式黒板
(撤去)

(撤去)

ﾍﾞﾙﾄｰﾝ貼 ﾍﾞﾙﾄｰﾝ貼
ｱﾙﾐ枠掲示板

(撤去)

ｽﾃﾝﾚｽ流し(撤去)

床：防汚性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0(新設)
巾木：ｿﾌﾄ巾木 H=100（新設）

017

扇風機(取外・学校引渡し) 扇風機(取外・学校引渡し)

木製ﾊﾟｰﾃ-ｼｮﾝ(撤去) 木製ﾊﾟｰﾃ-ｼｮﾝ(撤去)

木製引違い戸(撤去) 木製引違い戸(撤去)

ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ(新設)　　　
化粧ｹｲｶﾙ板 t=6.0　　 

壁:GL工法+PB t=12.5の上､
壁:GL工法+PB t=12.5の上､

   ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ(新設)
   化粧ｹｲｶﾙ板 t=6.0 

石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=21＋21(両面張り)    

(既存のまま)

新設ｶﾊﾞｰ工法
ｱﾙﾐｻｯｼ(一部撤去)

ｽﾃﾝﾚｽ作業台(撤去) ｽﾃﾝﾚｽ流し(撤去) ｽﾃﾝﾚｽ作業台(撤去)

75
5

   ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ(新設)
   化粧ｹｲｶﾙ板 t=6.0 

壁:GL工法+PB t=12.5の上､

   ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ(新設)
   化粧ｹｲｶﾙ板 t=6.0 

   ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ(新設)
   化粧ｹｲｶﾙ板 t=6.0 

80
0

1,800

1
,
20

0

FIX

壁:GL工法+PB t=12.5の上､
   化粧ｹｲｶﾙ板 t=6.0 
   ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ(新設)

巾木：ｿﾌﾄ巾木 H=100(新設)

   化粧ｹｲｶﾙ板 t=6.0 
   ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ(新設)

壁:GL工法+PB t=12.5の上､

FIX

床：防汚性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0(新設)

3
,0

00
3,

0
00

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ(撤去) ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ(撤去)

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ(撤去)

1660*2125 1955*2125

ﾗｲﾆﾝｸﾞ(新設)

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕

透明ｶﾞﾗｽt=3.0(撤去) 透明ｶﾞﾗｽt=3.0(撤去) 透明ｶﾞﾗｽt=3.0(撤去) 透明ｶﾞﾗｽt=3.0(撤去) 透明ｶﾞﾗｽt=3.0(撤去)透明ｶﾞﾗｽt=3.0(撤去)

木製ﾊﾟｰﾃ-ｼｮﾝ(撤去)

壁:化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板 t=6.0 ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ

壁:化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板 t=6.0 ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ 壁:化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板 t=6.0 ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ壁:化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板 t=6.0 ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5(新設)ﾛｯｸﾌｪﾙﾄ ｼﾞﾌﾟｼｰﾙ4周
強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=15+15(両面張り)

2
,
80
0

壁:GL工法+PB t=12.5の上､
化粧ｹｲｶﾙ板 t=6.0　　 
ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ(新設)　　　

140*200*25 140*200*25

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ(既存のまま)
140*200*25

床：防汚性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0(新設)

1,200(有効開口) 1,200(有効開口)

140*200*25
140*200*25

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ(既存のまま)

140*200*25

2,
8
00

   ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ(新設)
   化粧ｹｲｶﾙ板 t=6.0 
壁:GL工法+PB t=12.5の上､

人工大理石甲板　t=12
構造用合板 t=12 捨張

ﾗｲﾆﾝｸﾞ(新設)

ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板　t=3.0
手洗い器(新設)
TOTO L250CM（同等品以上）

ｽﾃﾝﾚｽ2槽ｼﾝｸ(新設)

300

ｽﾃﾝﾚｽ2槽ｼﾝｸ(新設)

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5(新設)

LGS下地 (90形 @300)
構造用合板　t=24

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5(新設)天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5(新設)

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ(既存のまま)

柱:GL工法+PB t=12.5の上､

額縁:ｽﾌﾟﾙｽ 25*55 EP-G塗替え額縁:ｽﾌﾟﾙｽ 25*55 EP-G塗替え 見切縁:ｽﾌﾟﾙｽ 25*65 EP-G塗(新設)
見切縁:ｽﾌﾟﾙｽ 25*65 EP-G塗(新設) 幕板:ｽﾌﾟﾙｽ 25*250 EP-G塗(新設)

幕板:ｽﾌﾟﾙｽ 25*250 EP-G塗(新設)

見切縁:ｽﾌﾟﾙｽ 25*65 EP-G塗(新設)

SP面

掲示板ｸﾛｽ張り

SP面

掲示板ｸﾛｽ張り

SP面

掲示板ｸﾛｽ張り

SP面

掲示板ｸﾛｽ張り

新日本厨機　HD2-1875（同等品以上）

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ(撤去)

S=1:70（A3）
S=1:50（A2）

(撤去)※電気設備

ｶﾞﾗｽ(新設)

換気扇300角

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ

換気扇300角

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ

換気扇300角

R8.2

第１理科室→給食配膳室 展開図(既存)【改修】

防火上主要な間仕切:LGS100型 

LGS t=100(新設)　　　　　　　　



21+21

4

12
150

6 4

ﾗﾜﾝ合板4㎜
+ｼﾅﾍﾞﾆﾔ6㎜

OP仕上

ﾓﾙﾀﾙ+VP塗

172

(ｱｽﾍﾞｽﾄ含有)

ｶｰﾃﾝBOX(既存のまま)

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0(新設)

承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号

１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. Ａ

ｼﾅ ﾍﾞﾆﾔ t=60 目透かし張(一部) 

OP塗灰取口

床

備 考

－－－天井高さ

ﾗﾜﾝ　OPｶｰﾃﾝBOX

巾 木

壁

天 井

合成樹脂系長尺床材 t=2.5

Ａ

展開方向 ＢＤ

Ｃ

4,250

7,
7
00

通気管

合成樹脂系長尺床材 t=2.5(撤去)

掃除用具入(撤去)
流し(撤去)

鋼製建具(撤去)

木製建具 上下×3(撤去)

薬品庫

理 科 準 備 室

理 科 準 備 室 ,暗 室 ・ 仕 上 表 （ 既 存 ）

床

備 考

－－－天井高さ

ﾗﾜﾝ　OPｶｰﾃﾝBOX

巾 木

壁

天 井

Ａ

展開方向 ＢＤ

Ｃ

4,250

7,
7
00

理 科 準 備 室 ,暗 室 ・ 仕 上 表 【 改 修 】

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 突付貼

下地調整の上、EP-G塗

CH=3000,2800

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0

撤 去

撤 去

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ仕上　VP 既存のまま

撤 去

撤 去

CH=3000,2800

理科準備室,暗 室→学習室・平面詳細図【改修】1/50理科準備室,暗 室→学習室・平面詳細図【改修】1/50

木製建具(撤去)

ｿﾌﾄ巾木 H=100 

壁:ﾓﾙﾀﾙVP塗(既存のまま)

018

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ t=20(撤去)

壁:下地調整の上、EP-G塗

額縁:米栂 25*40(既存のまま)

腰壁:津久井産材杉板張り

合成樹脂系長尺床材 t=2.5(撤去)

給水弁(既存のまま)

ｶﾞｽ栓(既存のまま)

ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(新設）

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ１

Ｙ２

Ｘ４ Ｘ５ Ｘ４ Ｘ５

ｷｯﾁﾝ(撤去)

机(撤去)

1200*550*850

840*1640*800

木製棚(撤去)
1800*580*1900

木製棚(撤去)
1800*580*1900

木製棚(撤去)
1800*580*1900

木製建具(撤去)

600*400*1900

ｺﾝｸﾘｰﾄ袖壁 t=150(撤去)

木製建具(撤去)

暗室

1,
3
50

650 650 1,900

点検口450角

点検口300角

学 習 室

9
00

有孔化粧石膏吸音板張t=9.0(LGS共)理科準備室

撤 去ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞt=5.0(LGS共)暗室(ｱｽﾍﾞｽﾄ含有)

間仕切①(撤去)
間仕切③(撤去)

間仕切②(撤去)

間仕切②(撤去)

間仕切②(撤去)

OP仕上

+ｼﾅﾍﾞﾆﾔ6㎜
ﾗﾜﾝ合板4㎜

理科室 準備室

OP仕上

+ｼﾅﾍﾞﾆﾔ6㎜
ﾗﾜﾝ合板4㎜

90
66

準備室 暗 室

廊 下

ﾗﾜﾝ合板4㎜

90

4
準備室

+ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ5㎜

OP仕上
(ｱｽﾍﾞｽﾄ含有)

5 5

ﾗﾜﾝ合板4㎜
+ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ5㎜

OP仕上
(ｱｽﾍﾞｽﾄ含有)

ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ

ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ

間仕切①　詳細図　1/30

間仕切②　詳細図　1/30

間仕切③　詳細図　1/30

ｿﾌﾄ巾木　H=100　(ｱｽﾍﾞｽﾄ含有)

間仕切①　詳細図　1/30

　 石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=21＋21(両面張り) EP-G塗

90

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ21+21
+化粧ｹｲｶﾙ板6㎜

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ21+21

学習室

※腰壁

木軸組下地

+杉板（津久井産材）

※間仕切①

額縁:米栂 25*40 EP-G塗替

　 石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=15+15(両面張り) EP-G塗

　　※スラブ下まで

学習室

学習室

　 石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=15+15(両面張り) EP-G塗

　　※スラブ下まで　　間仕切②

　　※スラブ下まで　　間仕切②

壁:LGS t=90(新設)下地

　 石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5+12.5 EP-G塗
間仕切③

壁:LGS t=90(新設)下地

　 石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5+12.5 EP-G塗

間仕切③

配膳室

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ15+15

EP-G塗
石膏ﾎﾞｰﾄﾞ15+15

EP-G塗

90廊 下

90Ｐ Ｓ

間仕切②　詳細図　1/30

間仕切③　詳細図　1/30

※四周ロックフェルト及び耐火シール（両面）

床ﾓﾙﾀﾙ補修範囲

床斫り範囲(W360程度)

15+15 15+15

12.5+12.5

LGS下地90型

25+15
21+21

6

4 4

木軸下地45×90

木軸下地45×90

S=1:30,1:50（A2）
S=1:42,1:70（A3）

木軸下地組

R8.2市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕

理科準備室,暗室→学習室 平面詳細図(既存)【改修】

LGS下地100型

LGS下地100型

壁:LGS t=100(新設)下地

壁:LGS t=100(新設)下地

壁:LGS t=100(新設)下地



巾木：ｿﾌﾄ巾木 H=100(撤去)

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0(新設)

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP
(既存のまま)

FAX.042-753-6163

TEL.042-752-0101

一級建築士事務所

株式会社開匠建築設計
Kaisho Architects & Engineers,Inc.

千 葉 昭 弘

１級建築士 第187090号

図面名称

工事名称 設計年月

縮尺

図面番号担当製図設計承認

Ａ

（ 既 存 ）

【 改 修 】

（ 既 存 ）

【 改 修 】

FIX FIX FIX FIX

U型目地U型目地

ｼﾅ ﾍﾞﾆﾔ t=6.0 目透かし張(撤去)

合成樹脂系長尺床材 t=2.5 巾木：ｿﾌﾄ巾木 H=100(撤去)
(撤去)

木製ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(撤去)

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP(既存のまま)

ｼﾅ ﾍﾞﾆﾔ t=6.0 目透かし張(撤去)

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP
(既存のまま)

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ

換気扇300角

(撤去)

巾木：ｿﾌﾄ巾木 H=100(撤去)

ｼﾅ ﾍﾞﾆﾔ t=6.0
目透かし張 
(撤去)

木製建具
(撤去)

(撤去)
木製建具

木製建具

(撤去)
木製建具

木製棚(撤去)

(撤去)
鋼製建具

3,
00

0
3
,0

00

天井：有孔化粧石膏吸音板張 t=9.0(撤去)

Ａ(理科準備室)

Ｃ(理科準備室)

天井：有孔化粧石膏吸音板張 t=9.0(撤去)

天井：有孔化粧石膏吸音板張 t=9.0(撤去)

Ｂ(理科準備室)

Ｄ(理科準備室)

塩ビU型目地

Ａ(暗室)

Ｃ(暗室)

合成樹脂系長尺床材 t=2.5

ｼﾅ ﾍﾞﾆﾔ t=6.0 目透かし張(撤去) 

合成樹脂系長尺床材 t=2.5(撤去)

(撤去)
キッチン

ｼﾅ ﾍﾞﾆﾔ t=6.0 目透かし張(撤去) 

巾木：ｿﾌﾄ巾木 H=100

合成樹脂系長尺床材 t=2.5(撤去)

　　　(撤去)

巾木：ｿﾌﾄ巾木 H=100
      (撤去)

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP

2,
8
00

2,
80

0

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP(既存のまま)

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP
(既存のまま)

合成樹脂系長尺床材 t=2.5(撤去) 合成樹脂系長尺床材 t=2.5(撤去)

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP
(既存のまま)

      (撤去)
巾木：ｿﾌﾄ巾木 H=100

合成樹脂系長尺床材 t=2.5
(撤去)

巾木：ｿﾌﾄ巾木 H=100(撤去)

木製棚(撤去)
(撤去)

木製棚(撤去)
(撤去)

掃除用具入
(撤去)

ｼﾅ ﾍﾞﾆﾔ t=6.0 目透かし張(撤去) 

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP(既存のまま)ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP(既存のまま)

(撤去)
木製建具 木製建具

(撤去)

ｼﾅ ﾍﾞﾆﾔ t=6.0 目透かし張(撤去) 

合成樹脂系長尺床材 t=2.5合成樹脂系長尺床材 t=2.5(撤去) 合成樹脂系長尺床材 t=2.5(撤去)

Ａ(学習室)

3,
0
00

Ｂ(学習室)

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0(新設) 巾木：ｿﾌﾄ巾木 H=100(新設)

FIX FIX FIX FIX

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ

換気扇300角

3
,0

00

Ｃ(学習室)

壁:下地調整の上、EP-G塗

壁:下地調整の上、EP-G塗

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0(新設)

Ｄ(学習室)

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0(新設)

019

(既存のまま)

Ｂ(暗室)

Ｄ(暗室)

U型目地
(既存のまま)

天井化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5突付貼(新設) 天井化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5突付貼(新設)

天井化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5突付貼(新設) 天井化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5突付貼(新設)

    EP-G塗  LGS t=90(新設) 
壁:石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=15+15(両面) 

LGS t=90(新設)

巾木：ｿﾌﾄ巾木 H=100(新設)

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕

壁:石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5＋12.5 EP-G塗
LGS t=90(新設)

壁点検口300角(新設)

ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去部 ﾓﾙﾀﾙ補修

壁:石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5＋12.5 EP-G塗
LGS t=90(新設)

腰壁:津久井産材杉板張り(新設)

天井：ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ t=5.0 目透かし張(撤去)
(ｱｽﾍﾞｽﾄ含有) (ｱｽﾍﾞｽﾄ含有)

天井：ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ t=5.0 目透かし張(撤去)

天井：ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ t=5.0 目透かし張(撤去)
(ｱｽﾍﾞｽﾄ含有)

天井：ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ t=5.0 目透かし張(撤去)
(ｱｽﾍﾞｽﾄ含有)

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ
W2700*H1100

(新設)

ｱﾙﾐ枠掲示板

(新設)
W2700*H1005
ﾍﾞﾙﾄｰﾝ貼

ｱﾙﾐ枠掲示板

(新設)

ﾍﾞﾙﾄｰﾝ貼
W1390*H2160

ｱﾙﾐ枠掲示板

(新設)

ﾍﾞﾙﾄｰﾝ貼
W1390*H2160

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

(新設)
W1200*H1100
行事予定入

巾木：ｿﾌﾄ巾木 H=100(新設) 巾木：津久井産杉間伐材 H=100(新設)

壁:石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5+12.5 EP-G塗

壁:石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5+12.5 EP-G塗

壁:下地調整の上、EP-G塗替え

ﾗﾜﾝ合板t=4.0+ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞt=5.0(ｱｽﾍﾞｽﾄ含有)(撤去)

壁:下地調整の上、EP-G塗替え

壁:下地調整の上、EP-G塗替え 壁:下地調整の上、EP-G塗替え

下地調整:既存塗膜除去(RB種)
下地調整RC種+下地調整塗(全面)C-1

ｺﾝｸﾘｰﾄ面：EP-G塗替え部

ｺﾝｸﾘｰﾄ面：EP-G塗（新設）

下地調整RC種+下地調整塗(全面)C-2

S=1:70（A3）
S=1:50（A2）

壁点検口450角(新設)

R8.2

SD1 SD2

理科準備室,暗室→学習室 展開図(既存)【改修】

LGS t=100(新設)

分電盤



Ａ

展開方向 Ｂ

Ｃ

Ｄ
第 ３ 学 習 室 ・ 平 面 詳 細 図 （ 既 存 ）　  1/50

7,
7
00

8,500

第３学習室

掃除用具入：木製 OSV 

ｱﾙﾐ枠半曲面黒板(ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ･ﾌｯｸ付き)

上部ｱﾙﾐ枠掲示板

ｱﾙﾐ枠掲示板

490 1,700 120 1,455 485 485 1,455 120 1,700 490

490 1,700 120 1,435 505 505 1,435 120 1,700 490

＜ 欄 間 部 分 ＞

Ａ

展開方向 Ｂ

Ｃ

Ｄ

7,
7
00

8,500

第３学習室

490 1,700 120 1,455 485 485 1,455 120 1,700 490

490 1,700 120 1,435 505 505 1,435 120 1,700 490

＜ 欄 間 部 分 ＞

天 井

壁

巾 木

ｶｰﾃﾝBOX

天井高さ －－－

備 考

床

灰取口

一部：人研石

CH=3000

第 ３ 学 習 室 ・ 仕 上 表 （ 既 存 ）

半曲面黒板

掃除用具入

ﾛｯｶｰ

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ (S)

黒板

ｱﾙﾐ枠掲示板,木枠掲示板　

ﾗﾜﾝ OP

有孔化粧石膏吸音板張 t=9.0 撤 去

既存のままﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ仕上 VP

既存のまま

巾木ﾗﾜﾝ OP H=100 既存のまま

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ貼 t=15

ｼﾅ ﾍﾞﾆﾔ t=6.0 目透かし張 

天 井

壁

巾 木

ｶｰﾃﾝBOX

天井高さ －－－

備 考

床

灰取口

CH=3000

Ｃ

新 設

第 ３ 学 習 室 ・ 仕 上 表 （ 改 修 ）

既存のまま

FAX.042-753-6163

TEL.042-752-0101

一級建築士事務所

株式会社開匠建築設計
Kaisho Architects & Engineers,Inc.

千 葉 昭 弘

１級建築士 第187090号

図面名称

工事名称 設計年月

縮尺

図面番号担当製図設計承認

Ａ

ｱﾙﾐ枠掲示板

床：ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ貼 t=15(既存のまま)

第 ３ 学 習 室 ・ 平 面 詳 細 図 【 改 修 】　  1/50

020

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ(既存のまま) ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ(既存のまま)

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

(既存のまま)

(既存のまま)

(既存のまま)

(既存のまま)

(既存のまま)

児童用ﾛｯｶｰ：木製 OSV 

上部掲示板

(既存のまま)

床：人研石
(既存のまま)

床：人研石
(既存のまま)

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 突付貼

上部梁型:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 突付貼

Ｘ１ Ｘ３ Ｘ１ Ｘ３

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ１

Ｙ２

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕

S=1:70（A3）
S=1:50（A2）

R8.2

第３学習室  平面詳 細図（既存）【改修】

（下地共） 撤 去 新 設（LGS下地共）



950*6250

FAX.042-753-6163

TEL.042-752-0101

一級建築士事務所

株式会社開匠建築設計
Kaisho Architects & Engineers,Inc.

千 葉 昭 弘

１級建築士 第187090号

図面名称

工事名称 設計年月

縮尺

図面番号担当製図設計承認

Ａ

Ａ Ｂ

Ｃ Ｄ

（ 既 存 ）

【 改 修 】

（ 既 存 ）

【 改 修 】

3,
00

0
3
,0

00

掃除用具入

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP

600*2000

85
0

FIX FIX FIX FIX FIX FIX FIX FIX

扇風機

巾木：ﾗﾜﾝ H=100
床：ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ貼 t=15 床：ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ貼 t=15

床：ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ貼 t=15

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP

灰取口

巾木：ﾗﾜﾝ H=100

ｼﾅ ﾍﾞﾆﾔ t=6.0 目透かし張（仕上のみ撤去）

3,
0
00

3
,0

00

85
0

FIX FIX FIX FIX FIX FIX FIX FIX

巾木：ﾗﾜﾝ H=100

巾木：ﾗﾜﾝ H=100 床：ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ貼 t=15
   （既存のまま）

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP(既存のまま)

     (既存のまま)

天井：有孔化粧石膏吸音板張 t=9.0(撤去)

(既存のまま)

     (既存のまま)
   (既存のまま)

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP(既存のまま)

天井：有孔化粧石膏吸音板張 t=9.0(撤去)

巾木：ﾗﾜﾝ H=100
     (既存のまま)    (既存のまま)

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP(既存のまま)

巾木：ﾗﾜﾝ H=100
     (既存のまま)

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP(既存のまま)

(既存のまま)

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP(既存のまま)

(既存のまま)

天井：有孔化粧石膏吸音板張 t=9.0(撤去)

(既存のまま)

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP(既存のまま)

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP(既存のまま)

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP(既存のまま)
(既存のまま)

灰取口(既存のまま)
     (既存のまま)

天井：有孔化粧石膏吸音板張 t=9.0(撤去)

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP(既存のまま)

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 突付貼(新設)

木枠掲示板
ﾍﾞﾙﾄｰﾝ貼

ﾍﾞﾙﾄｰﾝ貼
木枠掲示板

ｱﾙﾐ枠掲示板

ﾍﾞﾙﾄｰﾝ貼

児童用ﾛｯｶｰ(5900*1500)

ﾍﾞﾙﾄｰﾝ貼
ｱﾙﾐ枠掲示板

ｱﾙﾐ枠掲示板
ﾍﾞﾙﾄｰﾝ貼

ｱﾙﾐ枠掲示板
ﾍﾞﾙﾄｰﾝ貼

021

(既存のまま)

木枠黒板
(既存のまま)

(既存のまま)

扇風機(取外)ｼﾅ ﾍﾞﾆﾔ t=6.0 目透かし張(既存のまま) ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ(既存のまま)

(既存のまま)

（既存のまま）

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP(既存のまま)

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ(既存のまま)

(既存のまま) (既存のまま)

(既存のまま)

(既存のまま)

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 突付貼(新設)

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 突付貼(新設)

梁型:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 突付貼(新設)

梁型:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 突付貼(新設)

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 突付貼(新設)

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 突付貼(新設)

(既存のまま)
ｽﾋﾟｰｶｰ

梁型:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 突付貼(新設)
590

590

ｱﾙﾐ枠半曲面黒板

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕

（取外し）

扇風機

扇風機
（再取付）

（再取付）

S=1:70（A3）
S=1:50（A2）

R8.2

第 ３ 学習 室  展 開図 （既 存 ） 【 改修】



FAX.042-753-6163

TEL.042-752-0101

一級建築士事務所

株式会社開匠建築設計
Kaisho Architects & Engineers,Inc.

千 葉 昭 弘

１級建築士 第187090号

図面名称

工事名称 設計年月

縮尺

図面番号担当製図設計承認

Ａ第２学習室  平面詳 細図（既存）【改修】

天 井

壁

巾 木

ｶｰﾃﾝBOX

天井高さ －－－

備 考

床

灰取口

一部：人研石

CH=3000

半曲面黒板

掃除用具入

ﾛｯｶｰ

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ (S)

黒板

ｱﾙﾐ枠掲示板,木枠掲示板　

Ａ

Ｄ 展開方向

Ｃ

Ｂ
第 ２ 学 習 室 ・ 平 面 詳 細 図 （ 既 存 ）　  1/50

7
,7

0
0

8,500

第２学習室

515 1,700 120 1,440 475 475 1,455 120 1,700 500

＜ 欄 間 部 分 ＞

515 1,700 120 1,420 495 495 1,435 120 1,700 500

天 井

壁

巾 木

ｶｰﾃﾝBOX

天井高さ －－－

備 考

床

灰取口

CH=3000

Ａ

Ｄ 展開方向

Ｃ

Ｂ

7
,7

0
0

8,500

第２学習室

515 1,700 120 1,440 475 475 1,455 120 1,700 500

＜ 欄 間 部 分 ＞

515 1,700 120 1,420 495 495 1,435 120 1,700 500

ﾗﾜﾝ OP

有孔化粧石膏吸音板張 t=9.0 撤 去

既存のままﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ仕上 VP

既存のまま

巾木ﾗﾜﾝ OP H=100 既存のまま

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ貼 t=15 新 設

第 ２ 学 習 室 ・ 平 面 詳 細 図 【 改 修 】　  1/50

ｼﾅ ﾍﾞﾆﾔ t=6.0 目透かし張 

第 ２ 学 習 室 ・ 仕 上 表 （ 既 存 ） 第 ２ 学 習 室 ・ 仕 上 表 （ 改 修 ）

既存のまま

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 突付貼

床：ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ貼 t=15(既存のまま)

022

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ(既存のまま) ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ(既存のまま)

ｱﾙﾐ枠半曲面黒板(ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ･ﾌｯｸ付き)

上部ｱﾙﾐ枠掲示板

ｱﾙﾐ枠掲示板

ｱﾙﾐ枠掲示板

(既存のまま)

(既存のまま)

(既存のまま) 掃除用具入：木製 OSV 
(既存のまま)

(既存のまま)

(既存のまま)

児童用ﾛｯｶｰ：木製 OSV 

上部掲示板

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

床：人研石
(既存のまま)

床：人研石
(既存のまま)

上部梁型:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 突付貼

Ｘ３ Ｘ５

Ｙ１

Ｙ２ Ｙ２

Ｙ１

Ｘ３ Ｘ５

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕

S=1:70（A3）
S=1:50（A2）

R8.2

（下地共） （LGS下地共） 新 設撤 去



ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP(既存のまま)

Ａ Ｂ

Ｃ Ｄ

（ 既 存 ）

【 改 修 】

（ 既 存 ）

【 改 修 】

巾木：ﾗﾜﾝ H=100
3,

00
0

FAX.042-753-6163

TEL.042-752-0101

一級建築士事務所

株式会社開匠建築設計
Kaisho Architects & Engineers,Inc.

千 葉 昭 弘

１級建築士 第187090号

図面名称

工事名称 設計年月

縮尺

図面番号担当製図設計承認

Ａ

85
0

3
,0

00

FIX FIX FIX FIX FIX FIX FIX FIX

扇風機

Ｃ Ｄ
85

0

3
,0

00

FIX FIX FIX FIX FIX FIX FIX FIX

巾木：ﾗﾜﾝ H=100
床：ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ貼 t=15

床：ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ貼 t=15床：ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ貼 t=15

Ａ Ｂ

3,
0
00

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP(既存のまま)

(既存のまま)
床：ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ貼 t=15
(既存のまま)

(既存のまま)

(既存のまま)

天井：有孔化粧石膏吸音板張 t=9.0(撤去)

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP(既存のまま)

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP(既存のまま)

巾木：ﾗﾜﾝ H=100(既存のまま)
(既存のまま)

児童用ﾛｯｶｰ(6200*1500)

ﾍﾞﾙﾄｰﾝ貼

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP(既存のまま)

天井：有孔化粧石膏吸音板張 t=9.0(撤去)

木板(撤去) 巾木：ﾗﾜﾝ H=100(既存のまま)

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 突付貼(新設)

(既存のまま)

天井：有孔化粧石膏吸音板張 t=9.0(撤去)

(既存のまま)

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP(既存のまま)

(既存のまま)
巾木：ﾗﾜﾝ H=100(既存のまま)

(既存のまま)

(既存のまま)

灰取口(既存のまま)

天井：有孔化粧石膏吸音板張 t=9.0(撤去)

(既存のまま)

灰取口(既存のまま)
(既存のまま)

巾木：ﾗﾜﾝ H=100(既存のまま)

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 突付貼(新設)

ﾍﾞﾙﾄｰﾝ貼
ｱﾙﾐ枠掲示板
ﾍﾞﾙﾄｰﾝ貼

ﾍﾞﾙﾄｰﾝ貼

掃除用具入
600*2000

ｱﾙﾐ枠掲示板

木枠掲示板
ﾍﾞﾙﾄｰﾝ貼

木枠掲示板
ﾍﾞﾙﾄｰﾝ貼

ｱﾙﾐ枠掲示板

ｱﾙﾐ枠掲示板

023

ｼﾅ ﾍﾞﾆﾔ t=6.0 目透かし張(既存のまま) 扇風機(取外)

(既存のまま)
木枠黒板

(既存のまま)

(既存のまま) (既存のまま)

(既存のまま)

(既存のまま)

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ(既存のまま) ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ(既存のまま)

(既存のまま)

(既存のまま)
(既存のまま)

ｼﾅ ﾍﾞﾆﾔ t=6.0 目透かし張(既存のまま)

(既存のまま)

(既存のまま)
ｽﾋﾟｰｶｰ

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 突付貼(新設)

梁型:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 突付貼(新設)

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 突付貼(新設)

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 突付貼(新設)

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 突付貼(新設)

梁型:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 突付貼(新設)

590
梁型:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 突付貼(新設)

590

ｱﾙﾐ枠半曲面黒板

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕

(取外し)

扇風機

扇風機
(再取付)

(再取付)

S=1:70（A3）
S=1:50（A2）

R8.2

第 ２ 学習 室  展 開図 （既 存 ） 【 改修】



撤 去

撤 去

床：ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ貼　t=15(撤去)

490 1,600 70 1,600 490

4,250225

FAX.042-753-6163

TEL.042-752-0101

一級建築士事務所

株式会社開匠建築設計
Kaisho Architects & Engineers,Inc.

千 葉 昭 弘

１級建築士 第187090号

図面名称

工事名称 設計年月

縮尺

図面番号担当製図設計承認

Ａ

024

＜ 欄 間 部 分 ＞

2,0601,700490

ｱﾙﾐ枠掲示板(撤去)

ｱﾙﾐ枠掲示板(撤去)

木製ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(撤去)木製建具(撤去)

下地ﾓﾙﾀﾙ共

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ(既存のまま)

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ(撤去) 国 際 教 室

490 1,700 120

7
,7

0
0

灰取口 OP塗

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ仕上　VP

天 井

壁

ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ貼　t=15　OS

巾 木

ｶｰﾃﾝBOX ﾗﾜﾝ　OP

天井高さ －－－

備 考

床
有孔化粧石膏吸音板張　t=9.0

CH=3000

巾木ﾗﾜﾝ OP　H=100　OP

国 際 教 室 ・ 平 面 詳 細 図 （ 既 存 ）　  1/50

国 際 教 室 ・ 仕 上 表 （ 既 存 ）

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ (S)

ｱﾙﾐ枠黒板

木枠掲示板　撤 去

撤 去

撤 去

撤 去

撤 去

既存のまま

Ａ

展開方向 ＢＤ

Ｃ

天 井

壁

巾 木

ｶｰﾃﾝBOX ﾗﾜﾝ　OP

天井高さ －－－

備 考

床

CH=3000

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t=9.5 突付張

下地調整の上、EP-G塗

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=21+21 EP-G塗

LGS t=90

ｿﾌﾄ巾木　H=100

理 科 準 備 室 ・ 仕 上 表 【 改 修 】

Ａ

展開方向 ＢＤ

Ｃ

戸棚

理 科 準 備 室 ・ 平 面 詳 細 図 【 改 修 】　  1/50

LGS t=90（新設）

準備室実験台
（新設）

＜ 欄 間 部 分 ＞

495 1,900 72 1,288 495

495 1,900 72 1,2881,420 520 495

490 1,600 70 1,600 490

225 4,250

7
,7

0
0

ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(新設）

壁：石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=21+21(両面張り) EP-G塗

理 科 準 備 室

ｼﾅ ﾍﾞﾆﾔ t=6.0 目透かし張(一部) 

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ ﾏｰﾌﾞﾙ t=2.0

既存のまま

収納棚(新設)

建具(新設)

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ (S)

壁：ｼﾅﾍﾞﾆﾔ t=6.0 目透し張（下地共撤去）

（下地：LGS t=90+石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5+12.5）

床：人研石(撤去)
下地ﾓﾙﾀﾙ共

一部：人研石(下地ﾓﾙﾀﾙ共)

収納棚(新設)

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕

床斫り範囲

下地調整:既存塗膜除去(RB種)
下地調整RC種+下地調整塗(全面)C-1

ｺﾝｸﾘｰﾄ面：EP-G塗替え部

ｺﾝｸﾘｰﾄ面：EP-G塗（新設）

下地調整RC種+下地調整塗(全面)C-2

壁：下地調整の上、EP-G塗（新設）

S=1:70（A3）
S=1:50（A2）

Ｙ２

Ｙ１

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ１ Ｘ２

Ｙ１

Ｙ２

R8.2

掃除具入(新設)

2
00

戸棚(新設）

床：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0(新設)

壁:石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5+12.5 EP-G塗

LGS t=90（新設）

国際教室→準備室 平面詳細図（既存）【改修】

　　ｴｱﾓﾙﾀﾙ（t48）下地

ｴｱﾓﾙﾀﾙ（t48）下地

収納棚(新設)



床：ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ貼 t=15.0(撤去)

ｱﾙﾐ枠黒板
900*1520

Ａ Ｂ

Ｃ

FAX.042-753-6163

TEL.042-752-0101

一級建築士事務所

株式会社開匠建築設計
Kaisho Architects & Engineers,Inc.

千 葉 昭 弘

１級建築士 第187090号

図面名称

工事名称 設計年月

縮尺

図面番号担当製図設計承認

Ａ

（ 既 存 ）

【 改 修 】

（ 既 存 ）

【 改 修 】

025

Ｃ

ＢＡ

木枠掲示板
ﾍﾞﾙﾄｰﾝ貼
(撤去)

ｼﾅﾍﾞﾆﾔ t=6.0 目透し張

(撤去)
ｼﾅ ﾍﾞﾆﾔ t=6.0 目透かし張(撤去)

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ(既存のまま)天井：有孔化粧石膏吸音板張 t=9.0(撤去)

防火上主要な間仕切:LGS90型 

強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=15+15(両面張り)

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP(既存のまま)
ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP(既存のまま)

収納棚(新設)

巾木：ﾗﾜﾝ H=100(撤去)

床：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ ﾏｰﾌﾞﾙ t=2.0(新設)床：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ ﾏｰﾌﾞﾙ t=2.0(新設)

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP(既存のまま)

木製引違い戸(撤去)

巾木：ﾗﾜﾝ H=100(既存のまま) 床：ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ貼 t=15.0(撤去) 床：ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ貼 t=15.0(撤去)

木製ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(撤去)

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ(撤去)

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP(既存のまま)

ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(新設)

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP(既存のまま)
ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ(撤去)

FIX FIX FIX FIX

ｱﾙﾐｻｯｼ(既存のまま)

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP(既存のまま)

ｽﾋﾟｰｶｰ(撤去)

ｼﾅ ﾍﾞﾆﾔ t=6.0 目透かし張(撤去)
灰取口

灰取口

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP(既存のまま)

ｱﾙﾐ枠掲示板
ﾍﾞﾙﾄｰﾝ貼
1810*1200
(撤去)

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ
1835*1200
(撤去)

ｱﾙﾐ枠掲示板
ﾍﾞﾙﾄｰﾝ貼

(撤去)

ｱﾙﾐ枠掲示板
ﾍﾞﾙﾄｰﾝ貼
6160*950
(撤去)

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP(既存のまま)

FIX FIX FIX FIX

ｱﾙﾐｻｯｼ(既存のまま)

床：ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ貼 t=15.0(撤去)

巾木：ﾗﾜﾝ H=100(既存のまま)

天井：有孔化粧石膏吸音板張 t=9.0(撤去) 天井：有孔化粧石膏吸音板張 t=9.0(撤去)ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ(既存のまま)

巾木：ﾗﾜﾝ H=100(撤去)

床：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ ﾏｰﾌﾞﾙ t=2.0(新設)

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5突付張(新設)

床：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ ﾏｰﾌﾞﾙ t=2.0(新設)

3,
00

0
3,

00
0

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5突付張(新設)

掲示板
ﾍﾞﾙﾄｰﾝ貼

(新設)
1280*1435

Ｄ

Ｄ

目地(既存のまま)

目地(既存のまま)

ﾛｯｸﾌｪﾙﾄ ｼﾞﾌﾟｼｰﾙ4周(新設)

建具新設

壁：下地調整の上、EP-G塗(新設) 収納棚(新設)

2,
0
00

下地ﾓﾙﾀﾙ共下地ﾓﾙﾀﾙ共

下地ﾓﾙﾀﾙ共 下地ﾓﾙﾀﾙ共

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕

灰取口：SOP塗替え

灰取口：SOP塗替え

下地調整:既存塗膜除去(RB種)
下地調整RC種+下地調整塗(全面)C-1

ｺﾝｸﾘｰﾄ面：EP-G塗替え部

ｺﾝｸﾘｰﾄ面：EP-G塗（新設）

下地調整RC種+下地調整塗(全面)C-2

2,
90

0

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5突付張(新設)

壁：下地調整の上、EP-G塗替え

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5突付張(新設)

幕板:ｽﾌﾟﾙｽ 25*250 EP-G塗(新設)

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽEP-G塗替え

幕板:ｽﾌﾟﾙｽ 25*250 EP-G塗(新設)

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽEP-G塗替え

巾木：ｿﾌﾄ H=100(新設)

2,
90

0下地調整の上、EP-G塗替え

S=1:70（A3）
S=1:50（A2）

ｶﾞﾗｽ(撤去)

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ(新設)

R8.2

下地調整(C-1)の上、EP-G塗替え

下地調整(C-1)の上、EP-G塗替え
壁：下地調整(C-1)の上、EP-G塗替え

戸棚(新設) 戸棚(新設) 掃除用具入(新設)

巾木：ｿﾌﾄ H=100(新設)

壁:石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5+12.5 EP-G塗

LGS t=90（新設）

壁：下地調整(C-2)の上、EP-G塗(新設)

国際教室→準備室  展開図（既存）【改修】

下地調整(C-1)の上、EP-G塗替え

下地調整(C-1)の上、EP-G塗替え

2515*1200

壁：LGS t=100 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=21+21(両面張り) EP-G塗(新設)

巾木：ｿﾌﾄ H=100(新設)

収納棚(新設)



収納棚(撤去)W1600*D375*H840

床：塩ﾋﾞ系ﾀｲﾙ t=2.0(下地共撤去)

FAX.042-753-6163

TEL.042-752-0101

一級建築士事務所

株式会社開匠建築設計
Kaisho Architects & Engineers,Inc.

千 葉 昭 弘

１級建築士 第187090号

図面名称

工事名称 設計年月

縮尺

図面番号担当製図設計承認

Ａ

026

撤 去

天 井

巾 木

ｶｰﾃﾝBOX ﾗﾜﾝ　OP

天井高さ －－－

備 考

床

灰取口 OP塗

CH=3000

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

掃除用具入

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ (S)

ｱﾙﾐ枠掲示板

収納棚

Ａ

展開方向 ＢＤ

Ｃ

撤 去

杉板ﾊﾟﾈﾙ
壁

腰壁 杉板ﾊﾟﾈﾙ 撤 去

撤 去

巾木ﾗﾜﾝ 　H=100　OP 撤 去

撤 去

撤 去

撤 去

撤 去

撤 去既存のまま

撤 去

Ｌ Ｌ 教 室 ( 既 存 )　  1/50

Ｌ Ｌ 教 室 ( 既 存 )

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ（既存のまま）

12,750

7
,7

00

ｱﾙﾐ枠掲示板(撤去)

上部ｱﾙﾐ枠掲示板(撤去)

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ(撤去) ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ(撤去)

掃除用具入：木製 OSV(撤去)

木製建具(撤去) 木製ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(撤去) 木製ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(撤去) 木製ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(撤去) 木製建具(撤去)

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ（既存のまま） ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ（既存のまま）

盤(既存のまま)

ｱﾙﾐ見切り材(撤去)
ｱﾙﾐ見切り材(撤去)

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ(撤去)

ｲﾝﾀｰﾎﾝｽｲｯﾁ(移設)

355 1,800 2,095 4,250 4,250

490 1,600 70 1,600 490 490 1,600 70 1,600 490 490 1,600 70 1,600 490

4,250 4,250 4,250

Ｌ Ｌ 教 室

床：塩ﾋﾞｼｰﾄ貼 t=2.0(撤去)

床：塩ﾋﾞｼｰﾄ貼 t=2.0(撤去)

＜ 欄 間 部 分 ＞

120355 1,800 120 1,630 345 1,700 1,700365 365 1201,700 1,700365 365

下地：鋼製床下地組(H100)共
ｱﾙﾐ枠掲示板(下地共撤去)
下地：木胴縁

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 + 岩綿吸音板 t=12

LGS下地共 撤 去

収納棚(撤去)
W1600*D375*H840上部ｱﾙﾐ枠掲示板(撤去)

W600*D450*H2000

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕

S=1:70（A3）
S=1:50（A2）

R8.2

Ｙ１

Ｙ２

Ｘ２ Ｘ５

LL教室→第１理科室  平面詳細図 (既存 )

　　　ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15(撤去)

　　　下地ﾓﾙﾀﾙ共

塩ﾋﾞ系ﾀｲﾙ t=2.0(一部塩ﾋｼｰﾄ t=2.0)

下地共
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一級建築士事務所

株式会社開匠建築設計
Kaisho Architects & Engineers,Inc.

千 葉 昭 弘

１級建築士 第187090号

図面名称

工事名称 設計年月

縮尺

図面番号担当製図設計承認

Ａ

027

新 設ｽﾃﾝﾚｽ流し・作業台

一部新設

新 設

新 設

新 設

新 設

新 設

掲示板

上下黒板

ｿﾌﾄ巾木 H=100

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄﾏｰﾌﾞﾙ t=2.0

新 設

新 設

新 設

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=21+21(両面張り)

天 井
化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5

理 科 室 【 改 修 】

Ｃ

Ｄ Ｂ展開方向

Ａ

CH=3000

床

備 考

－－－天井高さ

ﾗﾜﾝ　OPｶｰﾃﾝBOX

巾 木

壁

理 科 室 【 改 修 】　  1/50

LGS t=90

新 設

防滑ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.5（水廻り部）

床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄﾏｰﾌﾞﾙ t=2.0(新設)

掲示板（新設）

LGS t=90(新設）

ｲﾝﾀｰﾎﾝｽｲｯﾁ(移設)

上下黒板（新設）

3601,900721,5583603601,729721,7293603601,558721,900360

1,800

90
0

1
,0
0
0

90
0

1,
00

0
90

0

(新設)
生徒用実験台

生徒用実験台
(新設)

生徒用実験台
(新設)(新設)

生徒用実験台

(新設)
生徒用実験台

(新設)
生徒用実験台

490 1,600 70 1,600 490 490 70 1,600 490 490 1,600 70 1,600 490

4,2504,2504,250

理 科 室

(新設)

教師用実験台

7,
70

0

12,750

360 1,900 72 1,558 360 360 360 360 1,558 72 1,900 360

＜ 欄 間 部 分 ＞

壁：石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=21+21(両面張り)
LGS t=90(新設）

2,690

1,
13

0

7
35

壁：石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5+12.5 EP-G塗

ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(新設)

下地調整の上 EP-G塗

建具(新設)

1,800 1,800 1,8003902,400 630

ｽﾃﾝﾚｽ流し(新設)

ﾗｲﾆﾝｸﾞ(新設)

3,530

1,
35

0 床:防滑ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.5(新設)

SUS床見切りW=40(新設)

作業台(新設)

8
20

9
00 65

0

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕

壁：石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=15+15 EP-G塗(新設)

盤(既存のまま)

配線用土台組（木下地組）W600×D175×H150

下地調整:既存塗膜除去(RB種)
下地調整RC種+下地調整塗(全面)C-1

ｺﾝｸﾘｰﾄ面：EP-G塗替え部

ｺﾝｸﾘｰﾄ面：EP-G塗（新設）

下地調整RC種+下地調整塗(全面)C-2

廊下部：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ張替え範囲

床ﾓﾙﾀﾙ補修範囲 ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(新設) 床ﾓﾙﾀﾙ補修範囲

廊下部：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ張替え範囲

S=1:70（A3）
S=1:50（A2）

※　既存ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ 新設天井取合部 詳細図　　 1/10

10
080

▼既存天井位置

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5（新設）

LGS下地（新設）
ﾗﾜﾝ材 25*100（新設）

9
0

10
0

▼既存天井位置

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5（新設）

LGS下地（新設）ﾗﾜﾝ材 25*100（新設）

１

２

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ①

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ②

1,600

（※既存のまま）

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ①

Ｙ１

Ｙ２

Ｘ２ Ｘ５

R8.2

LL教室→第１理 科室  平面詳細図【改修】

壁：下地調整の上、EP-G塗(新設)

戸棚(新設）

掃除具入(新設)

収納棚(新設)

LGS t=100

　 ｴｱﾓﾙﾀﾙ(t48)下地

ｴｱﾓﾙﾀﾙ下地(t=48)

（※EP-G塗替え） （※EP-G塗替え）

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ（EP-G塗替え）

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ（EP-G塗替え）



ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(新設)

建具新設

巾木：ﾗﾜﾝ H=100(撤去)

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ(既存のまま)

FAX.042-753-6163

TEL.042-752-0101

一級建築士事務所

株式会社開匠建築設計
Kaisho Architects & Engineers,Inc.

千 葉 昭 弘

１級建築士 第187090号

図面名称

工事名称 設計年月

縮尺

図面番号担当製図設計承認

Ａ

（ 既 存 ）

【 改 修 】

（ 既 存 ）

【 改 修 】

掃除用具入

ﾍﾞﾙﾄｰﾝ貼
ｱﾙﾐ枠掲示板ｱﾙﾐ枠掲示板ｱﾙﾐ枠掲示板

ﾍﾞﾙﾄｰﾝ貼ﾍﾞﾙﾄｰﾝ貼

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ

1700*1970 3000*1970 1700*1970

ＬＬ教室→第１理科室  展開図 (既存)【改修】

028

ｼﾅ ﾍﾞﾆﾔ t=6.0 目透かし張(撤去)

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ(撤去)

(撤去) (撤去)

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP(既存のまま)

ｼﾅ ﾍﾞﾆﾔ t=6.0 目透かし張(撤去)

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP(既存のまま)

(撤去)

木製ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(撤去) 木製ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(撤去) 木製ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(撤去)

6,890

6,290

1,
7
00 ｱﾙﾐ枠掲示板

ﾍﾞﾙﾄｰﾝ貼
(撤去)

杉板ﾊﾟﾈﾙ(撤去)

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ(撤去)

85
0

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ(既存のまま)

ｼﾅ ﾍﾞﾆﾔ t=6.0 目透かし張(撤去)

上下式黒板(新設)

巾木：ｿﾌﾄ H=100(新設) 床：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ ﾏｰﾌﾞﾙ(新設) 床：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ ﾏｰﾌﾞﾙ(新設)

床：塩ﾋﾞｼｰﾄ貼(撤去)

1,
2
00

床：塩ﾋﾞｼｰﾄ貼(撤去)

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP(既存のまま) ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP(既存のまま) ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP(既存のまま)

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP(既存のまま)

掃除用具入(撤去)

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP(既存のまま) ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP(既存のまま)

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ(既存のまま)

FIX FIX FIX FIX FIX FIX FIX FIX FIX FIX FIX FIX

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP(既存のまま)

ｶﾞﾗｽ(撤去)

1,
00

0

掲示板

（新設）

掲示板

（新設）

2
,9

00
10

0
10

0
2,

9
00

2,
9
00

10
0

10
0

2,
9
00

杉板ﾊﾟﾈﾙ(下地共撤去)

巾木：ﾗﾜﾝ H=100(撤去)

巾木：ﾗﾜﾝ H=100(撤去)

巾木：ﾗﾜﾝ H=100(撤去)

3600*1220
ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

(撤去)

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ(撤去)

巾木：ﾗﾜﾝ H=100(撤去)

壁：石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5 EP-G塗
LGS t=90(新設）

巾木：ｿﾌﾄ H=100(新設) 巾木：ｿﾌﾄ H=100(新設)

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(新設) 天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(新設)

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ(新設)

FIXFIXFIXFIXFIXFIX

換気扇300角(新設) 天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(新設) 天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(新設)

盤(既存のまま)

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP(既存のまま)

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP(既存のまま)

掲示板

（新設）

ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ(新設)

1450×1570

掲示板

（新設）
1450×1570

ｽﾃﾝﾚｽ流し(新設) 作業台(新設) 床：防滑ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ (新設) 床：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ ﾏｰﾌﾞﾙ(新設)

天井：石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5+岩綿吸音板t=12(撤去) 天井：石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5+岩綿吸音板t=12(撤去)

天井：石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5+岩綿吸音板t=12(撤去)
天井：石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5+岩綿吸音板t=12(撤去)

床：塩ﾋﾞ系ﾀｲﾙ t=2.0

（鋼製下地組(H100)共撤去）

床：塩ﾋﾞ系ﾀｲﾙ t=2.0
（鋼製下地組(H100)共撤去）

（鋼製下地組(H100)共撤去）
床：塩ﾋﾞ系ﾀｲﾙ t=2.0 床：塩ﾋﾞｼｰﾄ貼(撤去)床：塩ﾋﾞ系ﾀｲﾙ t=2.0

（鋼製下地組(H100)共撤去）

FIX FIX FIX FIXFIX FIX 2,
00

0

防火上主要な間仕切:LGS90型 
強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=15+15(両面張り)
ﾛｯｸﾌｪﾙﾄ ｼﾞﾌﾟｼｰﾙ4周(新設)

壁：石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5+12.5 EP-G塗
LGS t=90(新設)

盤(既存のまま)

収納棚(撤去)W1600*D375*H840 収納棚(撤去)W1600*D375*H840
W600*D450*H2000

ｽﾃﾝﾚｽ流し(新設)

ﾗｲﾆﾝｸﾞ(新設)

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕

壁(柱)：下地調整(C-1)の上、EP-G塗替え壁(柱)：下地調整(C-1)の上、EP-G塗替え

壁(柱)：下地調整(C-1)の上、EP-G塗替え 壁(柱)：下地調整(C-1)の上、EP-G塗替え壁(柱)：下地調整(C-1)の上、EP-G塗替え
壁(柱)：下地調整(C-1)の上、EP-G塗替え

壁：下地調整(C-2)の上、EP-G塗(新設)

壁：下地調整(C-2)の上、EP-G塗(新設)

壁(柱)：下地調整(C-1)の上、EP-G塗替え

1
,8

00

3600×1800
上下式黒板

（新設）

1500×850

1180×1900

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽEP-G塗替え
幕板:ｽﾌﾟﾙｽ 25*250 EP-G塗(新設)

幕板:ｽﾌﾟﾙｽ 25*250 EP-G塗(新設)

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽEP-G塗替え

S=1:70（A3）
S=1:50（A2）

1,
4
50

ｶﾞﾗｽ(撤去)

Ｂ

Ｂ

Ｄ

Ｄ

Ａ

Ａ

Ｃ

Ｃ

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ(新設)

換気扇300角(新設)

ｶﾞﾗｽ(撤去)

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ(新設)

換気扇300角(新設)

R8.2



承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号

１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101 029
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. Ａ建 具 キ ー プ ラ ン （ 既 存 ）

１階建具キープラン　　1：150 ２階建具キープラン　　1：150 ３階建具キープラン　　1：150

建具 (撤去)

建具 (既存のまま)

凡　　　例

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕

AW
1

AW AW AW
1

1
WD

1
WD

WD
2

WD
4

WD WD
6

1
WD WD

2 3

3
WD
3

5
WD
7

SD
1

4,250 4,250 2,125 2,125

4,250 4,250 4,250 4,250

17,000

7,
7
00

2,
30

0
7,

7
00

12,750 4,250

4,250 4,250 2,125 2,125

12,750

7,
7
00

2,
30

0
7,

7
00

17
,
70

0

4,250 4,250 4,250 4,250

4,250

4,250 4,250 2,125 2,125

12,750 4,250

7,
7
00

2,
30

0
7,

7
00

17
,
70

0

4,250 4,250 4,250 4,250

17,000

17
,
70

0

第１理科室
理科室準備室・暗室

給食配膳室 教材室

第３学習室 第２学習室

教材室

国際教室 第４学習室

S=1:150（A2）
S=1:210（A3）

R8.2

2
SD



承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号

１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101 030
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. Ａ

１階建具キープラン　　1：150 ２階建具キープラン　　1：150 ３階建具キープラン　　1：150

凡　　　例

建具 (新設)

建具 (改修)

SP
1

SP
2

SP
3

建 具 表 キ ー プ ラ ン 【 改 修 】

SP
4

AWAW
1 2

AW
3

SP SP SP
5 6 7

SP
8

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕

AW
1

1
SD

SD
2

4,250 4,250 2,125 2,125

12,750

7,
7
00

2,
30

0
7,

7
00

17
,
70

0

4,250 4,250 4,250 4,250

4,250

教材室

第３学習室 第２学習室

12,750 4,250

4,250 4,250 2,125 2,125

7,
7
00

2,
30

0

17
,
70

0

7,
7
00

4,250 4,250 4,250 4,250

17,000

給食配膳室

給食配膳室 学習室

900

600

12,750

4,250 4,250 2,125 2,125

7,
7
00

2,
30

0

17
,
70

0

7,
7
00

4,250 4,250 4,250 4,250

17,000

第１理科室理科準備室

4,250

教材室

S=1:150（A2）
S=1:210（A3）

R8.2

SD
1



カバー工法（新設）

AW

引違い金物一式(ｸﾚｾﾝﾄ共),皿板,四方ｱﾝｸﾞﾙ

第１理科室,理科準備室

ｱﾙﾐ(ｼﾙﾊﾞｰ)

FL

3,270

FIXFIX

2,
2
00

80
0

40
0
10

0

FIX FIX

1,
2
00

10
0
40

0

承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号

１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101 031
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. Ａ建 具 表 （ 既 存 ）

形 状

使 用 箇 所

材 料 仕 上

硝 子 見 込

金 物

備 考

記　号・数　量

形 状

使 用 箇 所

材 料 仕 上

硝 子 見 込

金 物

備 考

記　号・数　量

記　号・数　量

形 状

使 用 箇 所

材 料 仕 上

硝 子 見 込

金 物

備 考

姿 図

姿 図

姿 図

40
0

10
0

1,
2
00

FIXFIX

10
0

40
0

80
0

2,
2
00

FIX FIX

3,270

FL

ｱﾙﾐ(ｼﾙﾊﾞｰ)

２連引き違い窓(FIX窓付き)

第１理科室,理科準備室

引違い金物一式(ｸﾚｾﾝﾄ共),皿板,四方ｱﾝｸﾞﾙ

AW
1

2ヶ所
2

FL

AW
2

1ヶ所1ヶ所

FIX FIX

3,270

1,
00

0
10

0
1,

9
00

引違い金物一式(ｸﾚｾﾝﾄ共),皿板,四方ｱﾝｸﾞﾙ

ｱﾙﾐ(ｼﾙﾊﾞｰ)

引き違い窓(FIX窓付き) 引違い戸

第１理科室

1,600 70 1,600

40
0

10
0

1,
2
00

10
0

40
0

80
0

1,600701,6001,600 70 1,600

２連引き違い窓(FIX窓付き)

一部撤去

透明ｶﾞﾗｽ t=3.0（撤去） 透明ｶﾞﾗｽ t=3.0（撤去） 透明ｶﾞﾗｽ t=3.0（撤去）

一部撤去 一部撤去

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕

S=1:70（A3）
S=1:50（A2）

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ(撤去)ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ(撤去)ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ(撤去)

FL

700

1
,5

90
1
25

撤去 1ヶ所
SD
1

理科準備室・暗室

ｽﾁｰﾙ製

丁番,握玉付きｼﾘﾝﾀﾞｰ錠,ﾌﾗﾝｽ落とし,その他金物一式

WD
撤去 1ヶ所

FL

2,
2
50

5
00

500

理科準備室・暗室

ｼﾅﾍﾞﾆﾔ t=6

両開きﾌﾗｯｼｭ戸

丁番,取手,その他金物一式

7
WD

撤去 1ヶ所

FL

6

725

82
5

82
5

理科準備室・暗室

ｼﾅﾍﾞﾆﾔ t=6

丁番,取手,その他金物一式

両開きﾌﾗｯｼｭ戸(透明ｶﾞﾗｽ付き)

透明ｶﾞﾗｽ t=3.0

2ヶ所WD 撤去

FL

1,800

1
,9

60

透明ｶﾞﾗｽ t=3.0

ｼﾅﾍﾞﾆﾔ t=6

引違い戸ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠,戸車,その他金物一式

引き違いﾌﾗｯｼｭ戸

第４学習室

3

FL

760

1,
9
20

WD 撤去
4

1ヶ所

片開きﾌﾗｯｼｭ戸

理科準備室・暗室

ｼﾅﾍﾞﾆﾔ t=6

握玉付きｼﾘﾝﾀﾞｰ錠,ﾄﾞｱﾁｪｯｸ,丁番,ｶﾞﾗﾘ200*600

WD 撤去

FL

5

5
00

理科準備室・暗室

ｼﾅﾍﾞﾆﾔ t=6

両開きﾌﾗｯｼｭ戸

丁番,取手,その他金物一式

725

1
25

1ヶ所WD
1

FL

1,700

1
,9

0
0

7
0

56
5

透明ｶﾞﾗｽ t=3.0

引き違いﾗﾝﾏ付きﾌﾗｯｼｭ戸

ｼﾅﾍﾞﾆﾔ t=6

引違い戸ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠,戸車,その他金物一式

撤去

第１理科室,国際教室

FL

1,700

4ヶ所

透明ｶﾞﾗｽ t=3.0

引き違いﾗﾝﾏ付きﾌﾗｯｼｭ戸

ｼﾅﾍﾞﾆﾔ t=6

引違い戸ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠,戸車,その他金物一式

WD
2

撤去

1,
9
20

75
5
65

理科準備室・暗室

3ヶ所

R8.2

撤去
SD

1ヶ所
2

ｽﾁｰﾙ製

丁番,握玉付きｼﾘﾝﾀﾞｰ錠,ﾌﾗﾝｽ落とし,その他金物一式

女子便所

FL

450

60
0

80
0



引手,SUS沓摺,ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠,他付属金物一式

承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号

１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101 032
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. Ａ

形 状

使 用 箇 所

材 料 仕 上

硝 子 見 込

金 物

備 考

記　号・数　量

形 状

使 用 箇 所

材 料 仕 上

硝 子 見 込

金 物

備 考

記　号・数　量

記　号・数　量

形 状

使 用 箇 所

材 料 仕 上

硝 子 見 込

金 物

備 考

姿 図

姿 図

姿 図

建 具 表 【 改 修 】

AWAW
1

2ヶ所
2

AW
1ヶ所 1ヶ所

FL

3,270

FIXFIX

2,
2
00

80
0

40
0
10

0

FIX FIX

1,
2
00

10
0
40

0

40
0

10
0

1,
2
00

FIXFIX

10
0

40
0

80
0

2,
2
00

FIX FIX

3,270

FL FL

FIX FIX

3,270

1,
00

0
10

0
1,

9
00

1,600

40
0

10
0

1,
2
00

10
0

40
0

80
0

1,600701,6001,600 70 1,600

引違い金物一式(ｸﾚｾﾝﾄ共),皿板,四方ｱﾝｸﾞﾙ

ｱﾙﾐ(ｼﾙﾊﾞｰ)ｱﾙﾐ(ｼﾙﾊﾞｰ)

２連引き違い窓(FIX窓付き)

引違い金物一式(ｸﾚｾﾝﾄ共),皿板,四方ｱﾝｸﾞﾙ 引違い金物一式(ｸﾚｾﾝﾄ共),皿板,四方ｱﾝｸﾞﾙ

ｱﾙﾐ(ｼﾙﾊﾞｰ)

引き違い窓(FIX窓付き) 引違い戸２連引き違い窓(FIX窓付き)

一部新設一部新設

強化型ｶﾞﾗｽ t=4.0（新設） 強化型ｶﾞﾗｽ t=4.0（新設）

SP

FL

FIX

掲示板

7
50

150

パネル

1

2,
00

0
15

0
4
10

FL

掲示板 掲示板

72 1,594

3,260

1,594

2,
00

0
55

50
5

一部新設

新設 1ヶ所

1,272.5 60 1,272.5 72 583

FL

FIX

掲示板

パネル

150

7
50

583 72 1,272.5 60 1,272.5

SP SP SP SP

SP

新設 1ヶ所 新設 1ヶ所 新設 1ヶ所 新設 1ヶ所

2,
00

0
15

0
4
10

FL

1,900

2,
00

0
55

50
5

2 3 4 5

6

FL

新設 1ヶ所

FL

1
,9

85
7
0

50
5

1,288721,900

掲示板

掲示板

給食配膳室

1,900 72 1,558

2,
0
00

55
5
05

給食配膳室 給食配膳室 給食配膳室

ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ  粉体焼付塗装仕上

引手,SUS沓摺,ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠,他付属金物一式

片引きｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ

２連引き違い窓(FIX窓付き)

第１理科室,理科準備室

ｻﾑﾀｰﾝ（準備室）ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠（教室）ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ

附属金物一式・ﾌﾗﾝｽ落し・ﾄﾞｱﾁｪｯｸ・SUS水摺

ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ 

新設 1ヶ所
SP

新設 1ヶ所
SP

新設 1ヶ所

FL

2,
0
00

FL
+9

5
0
～

10
00

60
0

75
0

20
0

3
00

有効 832.5

600

450 900

1,350

FL

1,558 72 1,900

2,
0
00

55
5
05

7 8

給食配膳室

ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ  粉体焼付塗装仕上

掲示板付きｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ

他付属金物一式

給食配膳室

ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ  粉体焼付塗装仕上

引手,SUS沓摺,ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠,他付属金物一式

片引きｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ

ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ  粉体焼付塗装仕上

引違いｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ

学習室

ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ  粉体焼付塗装仕上

引手,SUS沓摺,ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠,他付属金物一式

引違いｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ

理科準備室

ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ  粉体焼付塗装仕上

引手,SUS沓摺,ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠,他付属金物一式

引違いｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ

掲示板

第１理科室

ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ  粉体焼付塗装仕上

引手,SUS沓摺,ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠,他付属金物一式

引違いｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ

第１理科室

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕

新設
SD
1

新設 1ヶ所
SD
2

点検口

附属金物一式

FL

1,
4
00

鋼製片開き戸 450角

FL

1,
4
00

300

30
0

450

45
0

１階学習室

点検口

附属金物一式

鋼製片開き戸 300角

型 型

型 型 型

型 型 型 型 型 型 型

AP3㎜ AP3㎜ AP3㎜

S=1:70（A3）
S=1:50（A2）

1,500 7050

FIX

50

3

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ(新設) ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ(新設) ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ(新設)

R8.2

１階学習室,２階女子便所

2ヶ所

透 透 透 透 透 透 透 透 透 透 透 透 透 透 透 透 透 透 透 透

透型 型 型透

強化型ｶﾞﾗｽ t=4.0（新設）

透明強化ｶﾞﾗｽ t=4、強化型ｶﾞﾗｽ t=4.0 透明強化ｶﾞﾗｽ t=4、強化型ｶﾞﾗｽ t=4.0 透明強化ｶﾞﾗｽ t=4、強化型ｶﾞﾗｽ t=4.0 透明強化ｶﾞﾗｽ t=4、強化型ｶﾞﾗｽ t=4.0

透明強化ｶﾞﾗｽ t=4、強化型ｶﾞﾗｽ t=4.0 透明強化ｶﾞﾗｽ t=4、強化型ｶﾞﾗｽ t=4.0 強化型ｶﾞﾗｽ t=4

透 透 透 透 透 透 透 透

透 透

透明強化ｶﾞﾗｽ t=4



承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕 設 計 工 事１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101 033
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. Ａ

総合配膳室

倉庫

廊下

総合配膳室

倉庫

廊下

準備室

第１理科室

①

④

① ① ①

給食配膳室 学習室

7,
7
00

2,
3
00

7,
7
00

12,750 4,250

１ 階 天 井 伏 図  （  改 修  ）  　 1 / 1 0 0１ 階  天 井 伏 図  （  既  存  ）   1/100

改修対象範囲 改修対象範囲

③

②

③

②

③

男子
便所

女子
便所

7,
7
00

2,
3
00

7,
7
00

12,750 4,250

有孔化粧石膏吸音板　t=9.0

有孔石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t=9.0目透し張

平石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t=9.0目透し張

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ　t=5.0目透し張

屋内天井仕上表

④

③

②

① ①

②

③

屋内天井仕上表

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t=9.5　突付貼

有孔石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t=9.0目透し張

平石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t=9.0目透し張

ﾘｰﾗｰｺﾝｾﾝﾄ（電気工事）

照明器具（天井付け）　電気工事

照明器具（天井付け）　電気工事

男子
便所

女子
便所

ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ(撤去)

S=1:100（A2）
S=1:140（A3）

R8.2

１ 階 天 井 伏 図 （ 既 存 ） 【 改 修 】

吊ﾊﾞﾄﾝ(撤去)

①

①

天井点検口 450角



承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕 設 計 工 事１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101 034
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. Ａ

改修対象範囲 改修対象範囲

２ 階  天 井 伏 図  （  既  存  ）   1/100 ２ 階 天 井 伏 図  （  改 修  ）  　 1 / 1 0 0

教材室

第３学習室 第２学習室

廊下

① ① ① ①

③

③

男子
便所

女子
便所

7,
7
00

2,
3
00

7,
7
00

12,750 4,250

7,
7
00

2,
3
00

7,
7
00

12,750 4,250

教材室

第３学習室 第２学習室① ① ① ①

廊下

① ①

③

②

③

男子
便所

女子
便所

有孔化粧石膏吸音板　t=9.0

有孔石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t=9.0目透し張

屋内天井仕上表

③

②

① ①

②

③

屋内天井仕上表

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t=9.5　突付貼

有孔石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t=9.0目透し張

平石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t=9.0目透し張

天吊りｴｱｺﾝ（設備工事） 天吊りｴｱｺﾝ（設備工事）

ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ(撤去) ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ(撤去)

S=1:100（A2）
S=1:140（A3）

天井点検口 450角

照明器具（天井付け）　電気工事

天井点検口 450角

照明器具（天井付け）　電気工事

④

平石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t=9.0目透し張

④

②

④

R8.2

天吊りｶｰﾃﾝﾚｰﾙ(取外し) 天吊りｶｰﾃﾝﾚｰﾙ(取外し)

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ t=5.0 目透かし張り（ｱｽﾍﾞｽﾄ含有） ④ ｹｲｶﾙ板 t=4 EP-G塗(目透し張)

天吊りｶｰﾃﾝﾚｰﾙ(再取付) 天吊りｶｰﾃﾝﾚｰﾙ(再取付)

２ 階 天 井 伏 図 （ 既 存 ） 【 改 修 】

④

④

① ①



承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕 設 計 工 事１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101 035
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. Ａ

7,
7
00

2,
3
00

7,
7
00

12,750 4,250

廊下

国際室

国際教室 ＬＬ教室

② ①

③

④

④

男子
便所

女子
便所

7,
7
00

2,
3
00

7,
7
00

12,750 4,250

廊下

国際室

準備室

① ①

第１理科室

②

③

男子
便所

女子
便所

屋内天井仕上表

③

②

① ①

②

③

屋内天井仕上表

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t=9.5　突付貼

有孔石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t=9.0目透し張

平石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t=9.0目透し張

改修対象範囲 改修対象範囲

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 + 岩綿吸音板 t=12

④ 平石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t=9.0目透し張

有孔石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t=9.0目透し張

有孔化粧石膏吸音板 t=9.0

天井点検口 450角

天井点検口 450角

天井ｶｾｯﾄｴｱｺﾝ

防犯センサー

照明器具（天井埋込）　電気工事

照明器具（天井付け）　電気工事

照明器具（天井付け）　電気工事

３ 階  天 井 伏 図  （  既  存  ）   1/100 ３ 階 天 井 伏 図  （  改 修  ）  　 1 / 1 0 0

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ(撤去)

S=1:100（A2）
S=1:140（A3）

R8.2

３ 階 天 井 伏 図 （ 既 存 ） 【 改 修 】

①



給 食 配 膳 室

承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号

１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101 036
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. Ａ

記号
個数

記号
個数

記号
個数姿 図 姿 図 姿 図

１

Ａ-04

１ １ １

Ａ-01 Ａ-02 Ａ-03

突 出 し タ イ プ （ ス イ ン グ タ イ プ ）

※取付ビス位置

23

8
3

1
5

5
5

1
3

※スイング可能角度 160°

299
45 254

7.
6

2
7

299
45 254

7
8

8
2
.4

8
0

1
.
2

本　　体：ポリカーボネイト成形品

表示基板：樹脂板 t1

表示方法：シルクスクリーン印刷

フレーム：アルミ型材

スプリングスイング160°可動式

※ 室名については施工前に監督員に確認をする事。

1
.
2

学 習 室 準 備 室

第 １ 理 科 室

フレーム：アルミ型材

スプリング可動式
表示基板：樹脂板 t1

シルクスクリーン印刷

本　　体：ポリカーボネイト成形品

フレーム：アルミ型材

スイング式（スプリング可動）

スチールキャップ t1.２
焼付塗装

表示基板：樹脂板 t1

シルクスクリーン印刷

本　　体：ポリカーボネイト成形品

１階サインキープラン　　1：150 ２階サインキープラン　　1：150 ３階サインキープラン　　1：150

サイン詳細図　1：5

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕

12,750 4,250 12,750 4,250

4,250 4,250 2,125 2,125 4,250 4,250 2,125 2,125

7,
70

0

7,
70

0

2,
3
00

2,
3
00

1
7,

70
0

1
7,

70
0

7,
7
00

7,
7
00

4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250

17,000

教材室 教材室

第２学習室

理科準備室 第１理科室

12,750 4,250

4,250 4,250 2,125 2,125

7,
70

0
2,

3
00

1
7,

70
0

7,
7
00

4,250 4,250 4,250 4,250

17,000

給食配膳室

給食配膳室 学習室

900

600

Ａ-02 Ａ-03 Ａ-04Ａ-01

第３学習室

サ イ ン キ ー プ ラ ン ・ サ イ ン 表
S=1:5,1:150（A2）
S=1:7,1:210（A3）

R8.2



FAX.042-753-6163

TEL.042-752-0101

一級建築士事務所

株式会社開匠建築設計
Kaisho Architects & Engineers,Inc.

千 葉 昭 弘

１級建築士 第187090号

図面名称

工事名称 設計年月

縮尺

図面番号担当製図設計承認

Ａ

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕 設 計 工 事 037

第 １ 理 科 室

ユニット家具キープラン

理 科準 備 室

０１

０２

０２

０２ ０２

０２

０２

０５

０６

０６

０３

０４

NON SCALE

R8.2

ユ ニ ッ ト 家 具 キ ー プ ラ ン

０５

０６

０６



電気

3
94

配管立上り図

D
W

DC
AC

A
C

DC

G

WG

D

R25R25R25R25
R100

R50 R50

R100

R2050

主眼を置き、各種有機溶剤や可塑剤等の有害物質についてもその残留、放散を極力抑制する為に以下の仕様とする。

地球環境問題（リサイクル、温暖化等）に配慮し、かつ室内におけるホルムアルデヒドの気中濃度を下げる事に

※製作家具本体は国内生産品とする。

※図面製品、又は同等品以上とすること。

※「日本家具保証協会」認定企業の生産製品、及び監理製品とする。共　通

※給排水管やそれらの接続、及び接続に関わる穴あけ等の二次加工は設備工事とする。

トラップ接続径：全て40A

M-14AP：樹脂製、N-14BPs：樹脂製（ステンレスプレート、大型ゴミカゴ付）、N-14ASI：ステンレス製排水トラップ

※板厚が薄くなるため、プレス加工品は使用不可とする。

低温アルゴン溶接加工品

SUS304及びSUS430　ｔ1.0　表面仕上：＃400ステンレスシンク

低温アルゴン溶接加工品　下地：合板ｔ9mm

SUS304及びSUS430　ｔ1.0　表面仕上：＃400ステンレス天板

ポリエステル化粧合板貼　　　下地：ランバーコア合板ｔ15（四方組）台輪

棚受けダボ：φ9mmネジ込式（W1/4）　アルミ製ニッケルメッキ　P=60mm　3段

　また、フラッシュ芯材にもパーティクルボードの使用は不可とする。

※W600以上の棚板は強度を考慮し、パーティクルボードの使用は不可とする。

棚板底面にずれ止めのダボジャクリを施すこと。

ポリエステル化粧合板フラッシュ　ｔ23mm可動式棚板

側板兼用鋼製スライドレール、口板取付けブラケット（調整機能付）、品名差付ラインハンドル

底板、先板：樹脂コート化粧パーティクルボード

口板：両面メラミン化粧パーティクルボードｔ20（9H）、木口：非塩ビ化粧樹脂シートt0.5貼引出

透明強化ガラスｔ4mm、引手金物

四方枠：スリムアルミ押出し成形品（シルバー塗装）ガラス戸（アルミ枠）

上下ステンレス掘込レール、ステンレスハカマ、戸車、破損止兼用引手

透明強化ガラスｔ6mmガラス戸

框一体成形ライン引手、開閉ブレーキ・キャッチ機構、調整式戸車

透明強化ガラスｔ4mm（ガラス戸）

四方框、鴨居・敷居：高剛性アルミフレーム（メラミン焼付塗装：白）アルミ引違戸

透明強化ガラスｔ4mm、樹脂製セーフティーガラス押え

樹脂製戸車(立付け調整可能)、PP樹脂製空気孔付舟底引手、硬質樹脂製敷居・鴨居（ガラス戸）

両面メラミン化粧パーティクルボードｔ20（9H）、木口：非塩ビ化粧樹脂シートt0.45貼木製引違戸

樹脂製戸車(立付け調整可能)、PP樹脂製空気孔付舟底引手、硬質樹脂製敷居・鴨居（板戸）

両面メラミン化粧パーティクルボードｔ20（9H）、木口：非塩ビ化粧樹脂シートt0.45貼木製引違戸

透明強化ガラスｔ4mm、樹脂製セーフティーガラス押え

ワンタッチ脱着式スライド丁番（キャッチ機能付）　105°開き

両面メラミン化粧パーティクルボードｔ20（9H）、木口：非塩ビ化粧樹脂シートt0.45貼開戸（ガラス戸）

ワンタッチ脱着式スライド丁番（キャッチ機能付）　105°開き

両面メラミン化粧パーティクルボードｔ20（9H）、木口：非塩ビ化粧樹脂シートt0.45貼開戸（板戸）

※　ウィルソナート社製ケミサーフ、又は同等品以上とする。

木口：ABS樹脂エッジ巻（天板厚t45）、TPO樹脂エッジ巻き（天板厚t26）（ケミサーフ）

ケミサーフ：耐薬品性フェノール樹脂板（黒）　MDFフラッシュ下地、ダイスコア芯実験台、作業台天板

※ポストフォーム天板に使用するメラミンの厚さはt0.8以上とする。

高圧メラミン化粧板貼　ポストフォーム加工天板、中天

実験台コーナー部：ABSエッジt3.0貼り　R面取り加工

本体見隠れ：非塩ビ化粧樹脂シートｔ0.5貼

本体見掛り：非塩ビ化粧樹脂シートｔ0.5貼木口

背板、地板取外し部：ポリエステル化粧合板t4mm

主材：両面メラミン化粧パーティクルボードｔ20（9H）本体

厚生労働省のＶＯＣ指定13物質を含んでいないものを使用する。　F☆☆☆☆適合品塗料

厚生労働省のＶＯＣ指定13物質を含んでいないものを使用する。　F☆☆☆☆適合品接着剤

JAS-F☆☆☆☆適合品各種合板

化粧合板

JAS-F☆☆☆☆適合品ポリエステル

「JIS A 5908」適合品の国内生産品とする。

使用時の擦り傷の発生を抑制するために、鉛筆高度9H以上の表面材を使用する。パーティクルボード

両面メラミン化粧パーティクルボードは厚さ20mm、Ｆ☆☆☆☆を使用する両面メラミン化粧

FAX.042-753-6163

TEL.042-752-0101

一級建築士事務所

株式会社開匠建築設計
Kaisho Architects & Engineers,Inc.

千 葉 昭 弘

１級建築士 第187090号

図面名称

工事名称 設計年月

縮尺

図面番号担当製図設計承認

Ａ

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕 設 計 工 事 038

木製家具標準仕様  『特記無き場合は下記の仕様とする』

名
品

番
品

仕　　　様

附 属 器 具

天 板

木口：TPOソフトエッジ巻(ブラック)

天フタ

C  ケミサーフ

樹脂コート化粧パーティクルボード

本体主材

コーナー部：ABSエッジｔ3.0mm貼 面取り加工 

台 輪

開 戸

側パネル：Ｃフォーム一体成形ソフトエッジ

棚 板

棚ダボφ9 (3段)

教師用実験台 ST15E-70.C.C.F

2ッ口折畳み式化学水栓 NS14BT1-F　

陶製流司 NT-146FT(角穴明けタイプ)

ガスコック 別途

AC電気コンセント(EET付) AC-2P(WN11329)

(WN7591)カバープレート

樹脂製トレー PP製 390ｘ350ｘ90 (アイボリー)

階 室　名

合　計

第1理科室

表面：ケミサーフ貼　　木口：ウレタン一体成形ソフトエッジ

樹脂コート化粧パーティクルボード  木口：シート貼

スライド丁番(キャッチ付)、WSレール引手L150（シルバー）

樹脂コート化粧パーティクルボード  木口：シート貼

ポリ合板貼(樹脂製コーナーガード付)　アジャスター

1

1

1

1

8

1

配管立上げ（設備工事）位置の変更が必要となります。

略

記

号

給水 給湯 排水 ガス
AC DC

床立上は、FL+100以下としてください。

給排水、電気、ガスに関する附帯工事は別途となります。

側パネル

Ｃフォーム一体成形ソフトエッジ

工事フタ

ラッチ固定

幕板（取外式）

300 1560 390150
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※当図は直流電源がある場合の立上り図です
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配管立上有効範囲
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16

5

０１

3階

1台

計1台第一理科室　教師用実験台

ユ ニ ッ ト 家 具 図 （ １ ）
S=1:20（A2）
S=1:28（A3）
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FAX.042-753-6163

TEL.042-752-0101

一級建築士事務所

株式会社開匠建築設計
Kaisho Architects & Engineers,Inc.

千 葉 昭 弘

１級建築士 第187090号

図面名称

工事名称 設計年月

縮尺

図面番号担当製図設計承認

Ａ

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕 設 計 工 事 039

略

記

号

給水 給湯 排水 ガス 電気

AC DC

床立上は、FL+100以下としてください。

給排水、電気、ガスに関する附帯工事は別途となります。

０２

階 室　名

合　計

6第1理科室

名
品

番
品

生徒用実験台 SC4E-70.D.C.F

仕　　　様

附 属 器 具

天 板

木口：TPOソフトエッジ巻(ブラック)

天フタ

樹脂コート化粧パーティクルボード本体主材

コーナー部：ABSエッジｔ3.0mm貼 面取り加工 

樹脂コート化粧MDFフラッシュ  木口：シート貼棚 板

脚 部 樹脂コート化粧パーティクルボード

コーナー部：ABSエッジｔ3.0mm貼 面取り加工 

アジャスター

2ッ口折畳み式化学水栓 NS14BT1-F　 2

陶製流司 NT-146FT(角穴明けタイプ) 2

ガスコック 別途

ポリ合板貼　アジャスター台 輪

M  メラミンC  ケミサーフ

AC電気コンセント(EET付) AC-2P(WN11329)

(WN7591)

2

2カバープレート

表面：ケミサーフ貼　　木口：ウレタン一体成形ソフトエッジ

D
G

DDC
AC W

AC
DC

D
W

G

幕板（取外式）

R50

R50

R50

R50

R25

R25

R25

R25

工事フタ
ラッチ固定

台輪取外し式

配管立上げ（設備工事）位置の変更が必要となります。
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配管立上有効範囲
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品 品
準備実験台 NSJ-2T.C.C

番名

仕　　　様

C  ケミサーフ天 板

木口：ABS樹脂エッジ巻(チャコールグレー)

樹脂コート化粧パーティクルボード本体主材

コーナー部：ABSエッジｔ3.0mm貼 面取り加工 

口板：樹脂コート化粧パーティクルボード  木口：シート貼引 出

底板、先板：樹脂コート化粧パーティクルボード

側板兼用鋼製スライドレール、品名差付ラインハンドル

樹脂コート化粧パーティクルボード  木口：シート貼引違戸

樹脂成型レール、調整式戸車、樹脂製空気孔付舟底引手

引き残しストッパー

樹脂コート化粧パーティクルボード  木口：シート貼棚 板

棚ダボφ9 (3段)

ポリ合板貼(樹脂製コーナーガード付)台 輪

附 属 器 具

12ッ口化学水栓 N-42B

1陶製流司 N-138

1AC電気コンセント(EET付) AC-2P(WN11329)

1カバープレート (WN7591)

ガスコック 別途

階 室　名

1第1理科準備室

合　計

※当図は直流電源がある場合の立上り図です

配管立上り図 ※当図は直流電源がある場合の立上り図です
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S=1:20（A2）
S=1:28（A3）
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FAX.042-753-6163

TEL.042-752-0101

一級建築士事務所

株式会社開匠建築設計
Kaisho Architects & Engineers,Inc.

千 葉 昭 弘

１級建築士 第187090号

図面名称

工事名称 設計年月

縮尺

図面番号担当製図設計承認

Ａ

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕 設 計 工 事 040

名
品

番
品

壁面作業台 NUF-1H.A.C.ZZ

仕　　　様

両面メラミン化粧パーティクルボード本体主材

木口:シート貼

ポリ合板貼台 輪

ポリ合板フラッシュ  木口：シート貼棚 板

棚ダボφ9 (3段)

天 板

木口：ABS樹脂エッジ巻(チャコールグレー)

C ケミサーフ

引違戸

引き残しストッパー

※給水栓 設備工事

名
品

番
品

壁面流し台 NUS-1HB.A.ZZ

仕　　　様

天 板 ステンレス SUS304 ｔ1.0mm(R付) 表面仕上：#400

水切りロール加工、下地合板 ｔ9mm

ステンレス SUS304 ｔ1.0mm 表面仕上：#400シンク

ポリ合板貼台 輪

附 属 器 具

ステンレス排水トラップ N-14ASI 4

両面メラミン化粧パーティクルボード本体主材

木口:シート貼

*取外し式地板：樹脂コート化粧 MDFｔ4mm(ビス止)

引違戸

引き残しストッパー

ポリ合板貼背 板

樹脂成型レール、調整式戸車、樹脂製空気孔付舟底引手

両面メラミン化粧パーティクルボード  木口：シート貼

樹脂成型レール、調整式戸車、樹脂製空気孔付舟底引手

両面メラミン化粧パーティクルボード  木口：シート貼

０４
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ユ ニ ッ ト 家 具 図 （ ３ ）
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20
10
20 20 20

20

20 20

22

R8.2



20

4
00

78
0

870

プッシュ錠

FAX.042-753-6163

TEL.042-752-0101

一級建築士事務所

株式会社開匠建築設計
Kaisho Architects & Engineers,Inc.

千 葉 昭 弘

１級建築士 第187090号

図面名称

工事名称 設計年月

縮尺

図面番号担当製図設計承認

Ａ

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕 設 計 工 事 041

1

3

2

1

名
品

番
品

掃除用具入れ NNB-3.A.ZZ

仕　　　様

棚 板

開 戸

スライド丁番、ABS樹脂製ハンドル(白)

マグネットキャッチ、開き止めチェーン付

ポリ合板貼台 輪

附属品

両面メラミン化粧パーティクルボード本体主材

木口：樹脂シートｔ1.0mm貼

両面メラミン化粧パーティクルボード

ハンガーパイプ

フック 玉付回転フック(TK-30)

雑巾掛け(戸裏) ステンレス巻パイプφ9.5(L350)

水受皿 ステンレス水受皿（513×378×23）

ステンレス巻パイプφ25(Sカン9ヶ付)

両面メラミン化粧パーティクルボード  木口：シート貼

名
品

番
品

TCB-2.ZZ

仕　　　様

両面メラミン化粧パーティクルボード本体主材

木口:シート貼

ポリ合板貼台 輪

ポリ合板貼背 板

収納戸棚

ポリ合板フラッシュ  木口：シート貼棚 板

棚ダボφ9 (3段)

両面メラミン化粧パーティクルボード  木口：シート貼引違戸

樹脂成型レール、調整式戸車、樹脂製空気孔付舟底引手

引違戸

ガラス：透明強化ガラスｔ4mm、樹脂製ガラス押え縁(ガラス戸)

樹脂成型レール、調整式戸車、樹脂製空気孔付舟底引手

引き残しストッパー

引き残しストッパー

枠組：両面メラミン化粧パーティクルボード  木口：シート貼

０５

０６ 理科準備室　薬品戸棚

名
品

番
品

薬品戸棚 NMB-5.A.ZZ

仕　　　様

両面メラミン化粧パーティクルボード本体主材

木口:シート貼

メラミン化粧板貼 ポストフォーム加工中 天

引違戸

ポリ合板貼台 輪

ポリ合板フラッシュ棚 板

木口：シート貼

棚ダボφ9 (3段)

ヒナ段

四方框、敷居・鴨居レール：アルミ成形品(白)引違戸

ガラス：透明強化ガラスｔ4mm(アルミ枠)

調整式戸車

ステンレスSUS304 ｔ1.0、コロビ止めステンレスパイプφ9

樹脂成型レール、調整式戸車、樹脂製空気孔付舟底引手

両面メラミン化粧パーティクルボード  木口：シート貼

理科準備室 収納戸棚　掃除用具入れ
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ユ ニ ッ ト 家 具 図 （ ４ ）
S=1:20（A2）
S=1:28（A3）
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承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号

１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101 042
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. Ａ

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕
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1F　配膳室

外部

既存下枠撤去・外部仕上高さ補修が条件となります。

下枠変更指示内容について

下框～下枠間気密材隙間により、雨水の進入の可能性あります。

ガラス厚

有  ・  無

有  ・  無

AW-3建具符号 取付場所 1F　配膳室

カラー区分 ｼﾙﾊﾞｰ(YS1N)

製品ｼﾘｰｽﾞ
1合計数量

網  戸

部品名

レバーハンドル錠

ドアクローザ

丁番

小口キャップ

フランス落し

子扉側レバーハンドル

下框タイトゴム

美和 LA**-1(**)BS38,DT46

品番・型式 数量

EXIMA31(S-5)

３・４・５・６・6.8・姿図参照

グレージング方式 ガスケット・シール

内付型S付

ドア用

親扉・子扉戸先側下部

上下一式

LO**Z（**）美和

HC-11ホクショー

1

2

6

2

1

1

1

防火設備仕様

＊

＊

＊

S=1:20（A2）
S=1:28（A3）

R8.2

カ バ ー 工 法 建 具 詳 細 図 （ １ ） 【 参 考 図 】



承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号

１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101 043
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. Ａ

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕

建具目板カバーL
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ステンレス排水ユニット別途

HC-37（ホクショー）

AL1.5t*23

外　部

内　部

S=1:2  （A2）
S=1:2.8（A3）
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4,250 4,250 4,250 1,950 4,250 4,250 4,250 4,250 4,2504,250
1,050

4,250 4,250 4,250 7,250 4,250 4,250 2,125 4,250 4,250

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10

Ｃ棟

灯油庫

保冷庫
総合配膳室

倉庫

廊下

普通教室6 普通教室5 普通教室4

昇降口Ａ
準備室 第１美術室

男子
便所

女子
便所

給食配膳室 学習室

真
北

凡 例

今 回 工 事 部 分

第一理科室 準備室 普通教室6 普通教室5

Y1

Y2

Y3

7
,7

00
2
,3

0
0

7
,7

00

承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕 R8.1１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc.

既存幹線ｹｰﾌﾞﾙ１Φ100/200 5.5°x3

EM-CET14    (ﾗｯｸ内）

既存幹線ｹｰﾌﾞﾙ１Φ100/200 5.5°x3

撤去L-1C-1

ﾘｰﾗｰｺﾝｾﾝﾄ盤
撤去

撤去を示す

EM-CET14    (ﾗｯｸ内）
理科室 L-1C-1
リーラーコンセント盤

給食配膳室用新設空調機(AC-1)

3Φ200V 6.6kW(40A)

学習室用新設空調機(AC-2)

3Φ200V 2.6kW(30A)

防火区画貫通処理

既存P.Box内で既存ｹｰﾌﾞﾙに接続

EM-CE8 -3C E2.0

EM-CE8 -3C E2.0 G(28)

PB300x300x300 WP

PB300x300x300 WP

１階平面図　撤去 １階平面図　改修

EM-CE8 -3C E2.0 ×２

EM-CET14 E2.0　G(42）

EM-CET14 E2.0

EM-CET14　x２

Ｅ

02
1:200

EM-CE8 -3C E2.0

１階平面図 幹線・動力設備【改修・撤去】

新設分電盤

既設電灯分電盤　移設
Ｌ－給食配膳室

Ｌ－学習室

新設動力分電盤
Ｐ－給食配膳室



12,750 4,250

4,250 4,250 2,125 2,125

7,
7
0
0

2,
3
0
0

1
7
,
7
00

7
,
7
0
0

4,250 4,250 4,250 4,250

教材室

第３学習室

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｘ１ Ｘ５

第２学習室

承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕 R8.1１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc.

２階平面図　改修

EM-CET14 E2.0　G(42）

EM-CET14 E2.0　G(42）

1:200 Ｅ

03
２階平面図 幹線・動力設備【改修】



準備室

12,750 4,250

4,250 4,250 2,125 2,125

7
,7

00
2
,3

00

17
,
70

0

7
,
70
0

4,250 4,250 4,250 4,250

17,000

教材室

第１理科室

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ１

Ｘ１ Ｘ５

３階平面図　改修

4,250 4,250 2,125 2,125

12,750 4,250

7
,7

00
2
,3

00
7
,
70
0

17
,
70

0

4,250 4,250 4,250 4,250

17,000

教材室

国際教室 ＬＬ教室

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ１

Ｘ１ Ｘ５

Ａ Ａ'

Ｂ'

Ｂ

３階平面図　撤去

承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕 R8.1１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc.

CV14 -3C E8 
既存

CV14 -3C E8 
既存

CV14 -3C E8 

CV14 -3C E8 
既存そのまま

既存そのまま

防火区画貫通処理
既存ケーブル引抜再敷設
意匠にて間仕切り壁改修のため

防火区画貫通処理

既存電灯・動力分電盤

EM-CET14 E2.0

EM-CET14 E2.0　G(42）

外壁ｺｱ開けΦ100

PB300x300x300 WP

1:200 Ｅ

04
３階平面図 幹線・動力設備【改修・撤去】



額縁:米栂 25*100 EP-G塗(新設) 額縁:米栂 25*100 EP-G塗(新設)

学習室

給食配膳室

17,000

Ｙ２

Ｙ１

Ｘ１ Ｘ５

1:50 Ｅ

A LEDﾍﾞｰｽﾗｲﾄ

一般タイプ、５２００ｌｍタイプ

消費電力３１．９Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

本体：亜鉛鋼板、反射板：鋼板（高反射白色粉体塗装）

光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

ＬＲＳ３－４－４８

学習室
新設分電盤

露出

EM-EEF2.0-3C(アース１線)

EM-EEF2.0-2C

EM-EEF2.0-3C

EM-EEF2.0-2C+3C

EM-EEF2.0-2Cx2

EM-EEF2.0-2Cx2(アース１線)

EM-EEF2.0-3Cx2(アース１線)

EM-EEF2.0-3C(アース１線)

EM-EEF2.0-3C(アース１線)

天井コロガシ

天井コロガシ

天井コロガシ

天井コロガシ

天井コロガシ

天井コロガシ

(FEP30)

露出

地中

(G20)

※特記ない配線は下記による

天井コロガシ

※壁面配線　立下げ　立ち上げはPF22で保護

MM-B

１

２

１

２

４

LK LK

LL
L

承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕 R8.1１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. １階 平面詳細図　電灯・コンセント設備【改修】

2E

2E

2E

５

６

給食配膳室

Ａ×１８ Ａ×１８

学習室

ｲ ﾊﾛ

ｲ ｲ ｲ

ﾛ ﾛ ﾛ

ﾊ ﾊ ﾊ

LK

３

３

2E
露出

2E

2E
露出 露出

2E

露出

2E
露出露出

露出

露出
EE

露出
露出
2E 露出

2E

ｲ ﾛ

ｲ

ｲ

ﾛ

ﾛ ﾛ

ﾛ

ｲ

ｲ

換気扇用片切ｽｲｯﾁ　盤内で結線

牛乳保冷庫

電気式食器消毒保管庫

空調と同時使用しない
3Φ200V 9.5kW

1Φ100V 40W

新設 新設

換気扇用片切ｽｲｯﾁ　盤内で結線

05

2E
露出

Ｌ－給食配膳室
既設電灯分電盤移設

H=2000



1:50 Ｅ

7,
7
00

8,500

第３学習室

490 1,700 120 1,455 485 485 1,455 120 1,700 490

第 ３ 学 習 室 ・ 平 面 詳 細 図 【 改 修 】　  1/50
7,

7
00

8,500

第２学習室

515 1,700 120 1,440 475 475 1,455 120 1,700 500

第 ２ 学 習 室 ・ 平 面 詳 細 図 【 改 修 】　  1/50

2

2

2

2

2

2

2

照明器具　取り外し再取り付け

照明器具　取り外し再取り付け

照明器具　取り外し再取り付け

照明器具　取り外し再取り付け

承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕 R8.1１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. ２階 平面詳細図　電灯・コンセント設備【改修】

06



4,250 4,250 4,250 4,250

17,000

Ｘ１ Ｘ５理 科 室 【 改 修 】　  1/50

7,
7
00

Ｙ２

Ｙ１

理科準備室

第１理科室

1:50 Ｅ

EM-EEF2.0-3C(アース１線)

EM-EEF2.0-2C

EM-EEF2.0-3C

EM-EEF2.0-2C+3C

EM-EEF2.0-2Cx2

EM-EEF2.0-2Cx2(アース１線)

EM-EEF2.0-3Cx2(アース１線)

EM-EEF2.0-3C(アース１線)

EM-EEF2.0-3C(アース１線)

天井コロガシ

天井コロガシ

天井コロガシ

天井コロガシ

天井コロガシ

天井コロガシ

(FEP30)

露出

地中

(G20)

※特記ない配線は下記による

天井コロガシ

※壁面配線　立下げ　立ち上げはPF22で保護

MM-B

開口補強　建築工事

EET

AC

下階天井配線

床スラブ　コア開け

床スラブ　コア開け

床スラブ　コア開け

床スラブ　コア開け

床スラブ　コア開け

床スラブ　コア開け

１

１

２
４

LK LK LK LK

L

３
５

一時側幹線ケーブル再利用

承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕 R8.1１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. ３階 平面詳細図　電灯・コンセント設備【改修】

LK

LK LK

LK

１

２
３

４
５

６

７７

既存ベース照明再利用　取外し再取付

2E

2E

2E

AC AC AC
床スラブ　コア開け

２ 200V

床スラブ　コア開け 床スラブ　コア開け

07

2E

2E

2E

ガス漏れ警報器用

ガス漏れ警報器用ガス漏れ警報器用

新設分電盤
理科室

※取外し、再取付



額縁:米栂 25*100 EP-G塗(新設) 額縁:米栂 25*100 EP-G塗(新設)

学習室

給食配膳室

Ｙ２

Ｙ１

Ｘ１ Ｘ５

8

仕　上

1:50 Ｅ

5C-FB(25)

既存TV端子

既存そのまま

承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕 R8.1１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. １階 平面詳細図　弱電設備【改修】

08

アッテネーター　６Ｗ以下

０．５～６ Ｗ入力容量

音量切換 ５段階切換

仕　上 プレート：アルミ

Ｌ級

定格入力

出力音圧レベル

周波数特性

スピーカー

70 18. 4 34

1
2
0

壁掛ATT新設

壁掛ATT新設

80

215

15
0

１ Ｗ（１０ ｋΩ），０．５ Ｗ（２０ ｋΩ）

９５ ｄＢ（１ Ｗ，１ ｍ）

１０５ Ｈｚ～１８ ｋＨｚ

１２ ｃｍコーン型

枠：樹脂　オフホワイト

防塵カバー一体型

EM-HP1.2-3C

天井埋込型スピーカー

EM-HP1.2-3C

EM-HP1.2-3C

MM-A

MM-A



7,
7
00

8,500

第３学習室

490 1,700 120 1,455 485 485 1,455 120 1,700 490

第 ３ 学 習 室 ・ 平 面 詳 細 図 【 改 修 】　  1/50
7,

7
00

8,500

第２学習室

515 1,700 120 1,440 475 475 1,455 120 1,700 500

第 ２ 学 習 室 ・ 平 面 詳 細 図 【 改 修 】　  1/50

1:50 Ｅ

5C-FB(25) 5C-FB(25)

既存壁掛スピーカー
取外し再取付

既存壁掛スピーカー
取外し再取付

既存TV端子

既存そのまま 既存TV端子
既存そのまま

既存ATT
既存そのまま

既存そのまま
既存ATT

承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕 R8.1１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. ２階 平面詳細図　弱電設備【改修】

09



4,250 4,250 4,250

17,000

Ｘ５理 科 室 【 改 修 】　  1/50

7,
7
00

Ｙ２

Ｙ１

理科準備室

第１理科室

1:50 Ｅ

承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕 R8.1１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. ３階 平面詳細図　弱電設備【改修】

10

新設天井埋込スピーカー

既存スピーカー用配線に接続

Ｌ

LA
Nｹ

ｰ
ﾌﾞ

ﾙ

既存LAN端子（露出）
移設

既存LANｹｰﾌﾞﾙ再利用

既存TV端子
移設

ﾌﾞﾗﾝｸﾌﾟﾚｰﾄ
ｺﾈｸﾀｰ接続

EM-S-5C-FB　MM-A

8

仕　上

アッテネーター　６Ｗ以下

０．５～６ Ｗ入力容量

音量切換 ５段階切換

仕　上 プレート：アルミ

Ｌ級

定格入力

出力音圧レベル

周波数特性

スピーカー

70 18. 4 34

1
2
0

80

215

1
50

１ Ｗ（１０ ｋΩ），０．５ Ｗ（２０ ｋΩ）

９５ ｄＢ（１ Ｗ，１ ｍ）

１０５ Ｈｚ～１８ ｋＨｚ

１２ ｃｍコーン型

枠：樹脂　オフホワイト

防塵カバー一体型

天井埋込型スピーカー

ATT
新設

ATT
新設

MM-A MM-A

MM-A

既存天井埋込スピーカー 既存天井埋込スピーカー

・パッシブセンサー　１か所

機械警備概要



額縁:米栂 25*100 EP-G塗(新設) 額縁:米栂 25*100 EP-G塗(新設)

Ｙ２

Ｙ１

Ｘ１ Ｘ５

給食配膳室

17,000

学習室

承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕 設 計 工 事 R8.1１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. 1:50 Ｅ

既存感知器再取付

既存感知器再取付

既存感知器再取付

既存感知器再取付

移設

既存ケーブル再利用

既存ケーブル再利用

既
存

ケ
ー

ブ
ル

再
利

用
配

線
盛

替
え

配線盛替え
既存ケーブル再利用

１階 平面詳細図　自動火災報知設備【改修】
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7,
7
00

8,500

490 1,700 120 1,455 485 485 1,455 120 1,700 490

第 ３ 学 習 室 ・ 平 面 詳 細 図 【 改 修 】　  1/50
7,

7
00

8,500

515 1,700 120 1,440 475 475 1,455 120 1,700 500

第 ２ 学 習 室 ・ 平 面 詳 細 図 【 改 修 】　  1/50

第３学習室

第２学習室

承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕 設 計 工 事 R8.1１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. 1:50 Ｅ

既存感知器再取付 既存感知器再取付

既存ケーブル再利用 既存ケーブル再利用

２階 平面詳細図　自動火災報知設備【改修】

12



4,250 4,250 4,250 4,250

17,000

Ｘ１ Ｘ５理 科 室 【 改 修 】　  1/50

7,
7
00

Ｙ２

Ｙ１

第１理科室

理科準備室

承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕 設 計 工 事 R8.1１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. 1:50 Ｅ３階 平面詳細図　自動火災報知設備【改修】

感知器取り外し再取り付け 感知器取り外し再取り付け

感知器取り外し再取り付け

※ケーブル既存そのまま

13



ＥN.S.

承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕 R8.1１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. 照 明 器 具 姿 図 【 撤 去 】

14



理科準備室,暗 室→学習室・平面詳細図【既存】1/50第１理 科 室 ・ 平 面 詳 細 図 （ 既 存 ）　  1/50

12,750

7,
7
00

4,250 4,250 4,250

225

1,700 4902,0604,2502,0601,700490

4,250

7,
7
00

薬品庫

第 １ 理 科 室

暗室

理 科 準 備 室

1:50 Ｅ

3

3

E3

2

2

2

2 2

2

2

A3×6

A5×6
L×2

A3

A4×2

Y

V

DC

DC

DC

DC

DC

A3×6
DC

DCDC

IV2.0ｘ2（19）

連結器具間の配線は VVF1.6ｘ3C

特記事項

IV1.6ｘ3（19）

IV2.0ｘ2（19）

IV1.6ｘ5（25）

IV1.6ｘ4（25）

コンセント回路は IV2.0とする

IV1.6ｘ2（19）

IV2.0ｘ3（19）

IV2.0ｘ4（25）

2

撤去部分を示す

承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕 R8.1１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. １階 平面詳細図　電灯・コンセント設備【撤去】

ﾘｰﾗｰｺﾝｾﾝﾄ ﾘｰﾗｰｺﾝｾﾝﾄ

ﾘｰﾗｰｺﾝｾﾝﾄ ﾘｰﾗｰｺﾝｾﾝﾄ
ﾘｰﾗｰｺﾝｾﾝﾄ

ﾘｰﾗｰｺﾝｾﾝﾄﾘｰﾗｰｺﾝｾﾝﾄ

15

リーラーコンセント盤
移設

※床埋込コンセント用配線はケーブエルのみ引抜撤去、配管は既存そのまま

L-1A-1　撤去



第 ３ 学 習 室 ・ 平 面 詳 細 図 （ 既 存 ）　  1/50

7,
7
00

8,500

第３学習室

490 1,700 120 1,455 485 485 1,455 120 1,700 490

第 ２ 学 習 室 ・ 平 面 詳 細 図 （ 既 存 ）　  1/50
7,

7
00

8,500

第２学習室

515 1,700 120 1,440 475 475 1,455 120 1,700 500

1:50 Ｅ

2

2

2

2

2

2

2

A4×8

L×2 L×2

IV2.0ｘ2（19）

連結器具間の配線は VVF1.6ｘ3C

特記事項

IV1.6ｘ3（19）

IV2.0ｘ2（19）

IV1.6ｘ5（25）

IV1.6ｘ4（25）

コンセント回路は IV2.0とする

IV1.6ｘ2（19）

照明器具　取り外し再取り付け

照明器具　取り外し再取り付け

照明器具　取り外し再取り付け

照明器具　取り外し再取り付け

照明器具　取り外し再取り付け照明器具　取り外し再取り付け

承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕 R8.1１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. ２階 平面詳細図　電灯・コンセント設備【撤去】

16



7,
70

0

4,250 4,250 4,250 4,250

17,000

国際教室 ＬＬ教室

Ｙ２

Ｙ１

Ｘ１
Ｘ５

1:50 Ｅ

IV2.0ｘ2（19）

連結器具間の配線は VVF1.6ｘ3C

特記事項

IV1.6ｘ3（19）

IV2.0ｘ2（19）

IV1.6ｘ5（25）

IV1.6ｘ4（25）

コンセント回路は IV2.0とする

IV1.6ｘ2（19）

2

EET

2

2

EET

時計用BOX
ﾌﾞﾗﾝｸﾌﾟﾚｰﾄ

2

2EET

2E 2E

既存照明器具 既存照明器具 既存照明器具

既存照明器具

既存照明器具 既存照明器具 既存照明器具

既存照明器具 既存照明器具 既存照明器具

既存照明器具

既存照明器具

（既存図ないため配線ルート不明）

露出 露出

撤去部分を示す

承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕 R8.1１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. ３階 平面詳細図　電灯・コンセント設備【撤去】

既存照明

分岐以降撤去

取外再取付け 取外再取付け 取外再取付け

取外再取付け取外再取付け取外再取付け

取外再取付け

取外再取付け

取外再取付け 取外再取付け 取外再取付け

既存照明器具

取外再取付け

取外再取付け

既存分電盤
既存そのまま

内部改修

2

2

17

撤去
既存照明ＤＬ 既存照明ＤＬ

撤去
既存照明ＤＬ

撤去

既存照明ＤＬ
撤去

既存照明ＤＬ
撤去

既存照明ＤＬ
撤去

既存照明ＤＬ
撤去

既存照明ＤＬ
撤去

既存照明ＤＬ
撤去

既存照明ＤＬ
撤去

既存照明ＤＬ
撤去

既存照明ＤＬ
撤去

既存照明ＤＬ
撤去

既存照明ＤＬ
撤去

既存照明ＤＬ
撤去

既存照明ＤＬ
撤去

既存照明ＤＬ
撤去



理科準備室,暗 室→学習室・平面詳細図【既存】1/50第１理 科 室 ・ 平 面 詳 細 図 （ 既 存 ）　  1/50

12,750

7,
7
00

4,250 4,250 4,250

225

1,700 4902,0604,2502,0601,700490

4,250

7,
7
00

薬品庫

第 １ 理 科 室

暗室

理 科 準 備 室

5C-FB(25)

1:50 Ｅ

既存TV端子

既存そのまま

承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕 R8.1１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. １階 平面詳細図　弱電設備【撤去】

18

既存壁掛スピーカー
撤去

既存ATT
撤去

機械警備撤去概要

・マグネットセンサー　１か所

・パッシブセンサー　　１か所



第 ３ 学 習 室 ・ 平 面 詳 細 図 （ 既 存 ）　  1/50

7,
7
00

8,500

第３学習室

490 1,700 120 1,455 485 485 1,455 120 1,700 490

第 ２ 学 習 室 ・ 平 面 詳 細 図 （ 既 存 ）　  1/50
7,

7
00

8,500

第２学習室

515 1,700 120 1,440 475 475 1,455 120 1,700 500

1:50 Ｅ

5C-FB(25) 5C-FB(25)

既存壁掛スピーカー
取外し再取付

既存壁掛スピーカー
取外し再取付

既存TV端子

既存そのまま 既存TV端子
既存そのまま

既存ATT
既存そのまま

既存そのまま
既存ATT

承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕 R8.1１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. ２階 平面詳細図　弱電設備【撤去】

19



7,
70

0

4,250 4,250 4,250 4,250

17,000

国際教室 ＬＬ教室

Ｙ２

Ｙ１

Ｘ１
Ｘ５

1:50 Ｅ

Ｌ

既存ATT

L
AN

ｹｰ
ﾌ
ﾞﾙ

既存壁掛スピーカー

既存LAN端子（露出）
MM

承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕 R8.1１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. ３階 平面詳細図　弱電設備【撤去】

既存壁掛スピーカー
撤去

移設

撤去

撤去

取外し再取付 取外し再取付
既存天井スピーカー

既存天井スピーカー

撤去
既存壁掛スピーカー

既存TV端子

機械警備ｾﾝｻｰ
取外し再取付

機械警備ｾﾝｻｰ

機械警備ｾﾝｻｰ

t

既存ATT
移設

既存壁掛インターホン
撤去

撤去

既存TV端子
移設

20

既
存

そ
の

ま
ま

取外し再取付
別途工事

別途工事
取外し再取付

別途工事

機械警備撤去概要

・パッシブセンサー　　３か所

・マグネットセンサー　２か所



理科準備室,暗 室→学習室・平面詳細図【既存】1/50第１理 科 室 ・ 平 面 詳 細 図 （ 既 存 ）　  1/50

12,750

7,
7
00

4,250 4,250 4,250

225

1,700 4902,0604,2502,0601,700490

4,250

7,
7
00

薬品庫

第 １ 理 科 室

暗室

理 科 準 備 室

1:50 Ｅ

IV1.2ｘ2（19）

特記事項

既存感知器取り外し

既存感知器取り外し

既存感知器取り外し

既存感知器取り外し

移設

承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕 R8.1１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. １階 平面詳細図　自動火災報知設備【撤去】

21



第 ３ 学 習 室 ・ 平 面 詳 細 図 （ 既 存 ）　  1/50

7,
7
00

8,500

490 1,700 120 1,455 485 485 1,455 120 1,700 490

第 ２ 学 習 室 ・ 平 面 詳 細 図 （ 既 存 ）　  1/50
7,

7
00

8,500

515 1,700 120 1,440 475 475 1,455 120 1,700 500

第３学習室
第２学習室

1:50 Ｅ

特記事項

IV1.2ｘ2（19）

承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕 R8.1１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. ２階 平面詳細図　自動火災報知設備【撤去】

22



7,
70

0

4,250 4,250 4,250 4,250

17,000

Ｙ２

Ｙ１

Ｘ１
Ｘ５

ＬＬ教室国際教室

1:50 Ｅ

承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕 R8.1１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. ３階 平面詳細図　自動火災報知設備【撤去】

感知器取り外し再取り付け 感知器取り外し再取り付け

感知器取り外し再取り付け

23



記号 機器名称 仕様
電動機

電力（ｋＷ）Ｖφ
設置場所 備考

機器表（改修）

型　　　　　式

冷　房　能　力

暖　房　能　力

付　　属　　品

冷　媒　配　管

仕様 設置場所 備考機器名称記号
φ Ｖ 電力(kW)

3 200

電動機

1

台数

計

機器表（改修）

台数

計

ＡＣ－１ ＥＨＰヒートポンプエアコン 天井吊型　１方向

20.0kw

22.4kw

冷房消費電力

暖房消費電力

15.9φ+25.4φ

ツイン同時

6.6kw

6.05kw

6.6 40A 給食配膳室

型　　　　　式

冷　房　能　力

暖　房　能　力

付　　属　　品

冷　媒　配　管

3 200 1ＥＨＰヒートポンプエアコン 天井吊型　１方向

冷房消費電力

暖房消費電力

9.5φ+15.9φ

防振ゴム　コンクリートブロック基礎

防振ゴム　コンクリートブロック基礎

学習室

型　　　　　式

冷　房　能　力

暖　房　能　力

3 200 1ＥＨＰヒートポンプエアコン

冷房消費電力

暖房消費電力

30A

ビル用マルチ 22.4kw

25.0kw

室外機

承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕 R8.1１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. Ｍ

01
N.S.機器表、衛生器具表

排気ファン 1 100ＦＥ－１ 型　　式

風 量

寸 法

騒 音 値

付 属 品

羽 根 径 20cm

37.5dB

296□(据付枠320W×360H)

2

485m3/h

壁付換気扇（学校用・電気シャッター式）

ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ(SUS製防鳥網付)　その他付属品一式（ｽｲｯﾁは既存再利用）

1F　給食配膳室

ＦＥ－２ 排気ファン 1 100型　　式

風 量

寸 法

騒 音 値

付 属 品

羽 根 径 25cm

0.0315

40.5dB

346□(据付枠370W×410H)

2壁付換気扇（学校用・電気シャッター式）

805m3/h

ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ(SUS製防鳥網付)　その他付属品一式（ｽｲｯﾁは既存再利用）

0.0471 100型　　式

風 量

ﾀ ﾞ ｸ ﾄ 径

寸 法

騒 音 値

付 属 品

ＨＥＸ－１ 全熱交換器

２４時間換気対応

43.0dB

620×285×185D

壁付型２パイプタイプ(ｺﾝｾﾝﾄﾌﾟﾗｸﾞ式) 1

24H換気対応ｽｲｯﾁ(電気工事に支給)　

SUS製VC(防虫網付)×2　その他標準付属品一式

計

1 100型　　式

風 量

ﾀ ﾞ ｸ ﾄ 径

寸 法

騒 音 値

付 属 品

全熱交換器

２４時間換気対応

φ100

43.0dB

620×285×185D

壁付型２パイプタイプ(ｺﾝｾﾝﾄﾌﾟﾗｸﾞ式) 1

24H換気対応ｽｲｯﾁ(電気工事に支給)　

SUS製VC(防虫網付)×2　その他標準付属品一式

ＨＥＸ－２

100m3/h

φ75

0.033

0.045

新設

新設

新設

新設

新設

新設

ＡＣ－２

屋上

5.57kw

5.91kw

5.91ＡＣ－３

5.6kw

6.3kw

1.62kw

1.6kw

20A1.62

20A（最大33.5A)

5.0A（最大9.3A)

5.0A（最大18.95A)

1F　学習室

70m3/h

3F　第一理科室1

1

1 3F　理科準備室

3F　第一理科室

3

2

参考型番 SSRH224CD

質量:123kg

質量:90kg

参考型番 SSRH63C

参考型番　EX-20SC4-S

参考型番　EX-25SC4-S

参考型番　VL-18EU3-D

参考型番　VL-16EU3-D

PUHY-RP224DMG9

質量:185kg

防振架台共

型　　　　　式

冷　房　能　力

200天井カセット４方向

暖　房　能　力

7.1kw

8.0kw

1 0.11 3 第一理科室ＡＣ－３ー１ PLFY-MP71HM

更新

更新

更新用

更新用



準備室

１階平面図　　　1：150 ２階平面図　　　1：150 ３階平面図　　　1：150
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第１理科室
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75

1:150

ｻｯｼ貫通

G G

足場　建築工事 足場　建築工事

G

既存80VLPより分岐取り出し

２階天井へ立下げ

２
階

天
井

配
管

２階天井配管

G

G

G

G

40
V
LP

GV40新設

75

区画貫通処理
区画貫通処理 区画貫通処理

２階天井解体復旧　建築工事

承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕 R8.1１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. Ｍ

02
１階・２階・３階 平面図　給排水衛生設備【改修】

G

既存排水桝撤去

犬走撤去復旧
建築工事

100VP

10
0V

P

7575

足場　建築工事

犬走撤去復旧

建築工事

外壁コア開け

外壁コア開け足場　建築工事

足場　建築工事

75

桝番号 名　　称 仕様・型番（参考） 蓋　種　別 備　　　考

汚水桝リスト(参考)

管底深さ
（参考）
（mm）

2

ＧＬから

プラスチック桝 新設

1

1

同位置に新設桝

3

23

4

4

90L-100-200

90L-100-200

プラスチック桝

プラスチック桝

プラスチック桝

ST-100-200

-340

-500

-550

-540 新設

新設

新設防臭

防臭

防臭

防臭

※　排水勾配は順勾配であることを確認した上で施工すること。

90Y-100-200

接続

AS解体復旧
建築工事



額縁:米栂 25*100 EP-G塗(新設) 額縁:米栂 25*100 EP-G塗(新設)
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Ｙ１

給食配膳室

学習室

Ｘ１ Ｘ５

17,000

1:50

承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕 R8.1１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. １階 平面詳細図　給排水衛生設備【改修】 Ｍ

壁面補強(建築工事)

電気温水器

オーバーフローパイプ

 
l 

 －
 

 
l 

 －
 

ＦＬ▽

天井面▽

２槽シンク廻り参考図  S=N.S.

BAV20

２槽シンク

混合水栓混合水栓

ﾗｲﾆﾝｸﾞ(建築工事）

65
VP

25VLP 天井配管

配管露出立下げ
配管ｶﾊﾞｰ共

50

75
VP

75
VP

50

EB

温水はﾌﾚｷﾎｰｽ

40
PL

P
G

50
VL

P

ﾄｲﾚPSより

G50GV

40GV
既存

既存既
存

既
存

25
VL

P
天

井
配

管

天井配管

75
VP

既存桝へ接続

ｷｬｯﾌﾟ止め

65
VP

新設排水目皿50A

50VP

既設排水管に接続

はつり補修は建築工事

WHE-1

貯湯量

型式

付属品

６５Ｌ

壁掛型電気湯沸器

開放式排水ホッパー共、オーバーフローパイプ

能力 設定温度99℃～40℃　一次側給水圧力0.1MPa～0.3MPa

記 号 名    称 型  式     仕  様
電  源

φ ｖ kW
台数設 置 場 所 備   考階数

配膳室 1 2001 4.0１階 〇

棟

-

新設 再取付
既存の
 まま

壁掛型電気温水器

名　　　　称

イトミック

参　　　考　　　型　　　番

備　　　考

器具明細表

数量

壁付シングルレバー混合水栓、オーバーフローパイプ共シングルレバー混合水栓 MZ-4N3

電  源

φ ｖ W

----

参考型番:EWR65BNN240C0(ｲﾄﾐｯｸ)

壁掛洗面器

ＴＯＴＯ ＬＩＸＩＬ

L-176UAN+AM-300CV1 壁掛式洗面器、台付自動水栓(単水栓)、他金具・配管類一式0.61001 11

他金具・配管類一式

注）機器表内の　　は電源直結、　　は電源プラグを表す。

注）電気容量(50Hz)は参考値とする。

機器表
注）機器表内の　　は電源直結、　　は電源プラグを表す。

注）電気容量(50Hz)は参考値とする。

SF-WM435SYTKS05311J 2 2

*他社同等品無し

WHE-1

プ

直 プ

直 プ

トラップ桝新設

AS解体復旧 建築工事

大梁下、天井露出配管
配管ｶﾊﾞｰ共

WHE-1

配
膳
室

03

（牛乳保冷庫）

L250CM+TLE28SS1A
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Ｘ１ Ｘ５理 科 室 【 改 修 】　  1/50
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３階 平面詳細図　給排水衛生設備【改修】 Ｍ
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図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc.
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Ｇ

75
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区画貫通処理

名　　　　称

参　　　考　　　型　　　番

備　　　考

器具明細表

数量電  源

φ ｖ W

----

ＴＯＴＯ ＬＩＸＩＬ

単水栓 T131SUN13 壁付横水栓　止水栓共9 9

第
一
理
科
室

04

Ｇ

Ｇ

4m

4m 4m

Ｇ※　図中の　　　　はガス漏れ警報器を示す。（別途工事）

実験台(建築工事)

ガスコック・給排水配管接続(本工事）
化学水栓・排水ﾄﾗｯﾌﾟ(建築工事）

ガス漏れ警報器(別途工事）
給水：BAV20×1
ガス：中間ガス栓20×1
ガス：ヒューズコック２口×2

ステンレス流し(建築工事)

混合水栓・給排水配管接続(本工事）

ｽﾃﾝﾚｽ製排水ﾄﾗｯﾌﾟ(建築工事）

25

BV BV

給水：BAV40×1

給水：BAV25×1

×１ガスコック・給排水配管切断(本工事）

化学水栓(本工事）

排水ﾄﾗｯﾌﾟ(本工事）

実験台(建築工事)

×７

LF-16F-13-U



額縁:米栂 25*100 EP-G塗(新設) 額縁:米栂 25*100 EP-G塗(新設)

学習室

給食配膳室

17,000
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R
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9.5.15.9

9.
5
.1

5.
9

アルミパネルに交換
建築工事

冷媒配管　屋内：樹脂ラッキング　屋外：SUSラッキング

ドレン配管はＡＣドレンパイプ使用

D
R

25

9.5.15.9

アルミパネルに交換
建築工事

AC

2

9.5.25.4

R

R

連絡配線　冷媒共巻

立下げMM-A

EM-EEF1.6-2C

転倒防止金物転倒防止金物
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図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. Ｍ１階 平面詳細図　換気空調設備【改修】
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17,000

Ｘ１ Ｘ５理 科 室 【 改 修 】　  1/50
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既存壁掛空調機再利用
棚位置変更　建築工事

Ｍ３階 平面詳細図　換気空調設備【改修】
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10

0

HEX

EM-EEF1.6-2C

※冷媒配管、ドレン配管は既存再利用

新設空調リモコン

冷媒配管切断・再接続

ドレン配管切断・再接続

防火区画貫通処理

AC

3-1

AC

3-1

AC

3-1

既存冷媒管、ドレン管再取付
既存スリムダクト共

FE

WC
20

0

アルミパネル交換

建築工事

FE

WC
2
00

アルミパネル交換

建築工事

※　火を使用する部屋の換気

3

ｋ：理論廃ガス量［ｍ／（ｋＷ・ｈ）］（＝０．９３：プロパンガス）

Ｖ：有効換気量［ｍ／ｈ］

室名：１階　第１理科準備室

Ｑ：燃料消費量［ｋＷ］

Ｖ≧４０×０．９３×２.８＝１０５ｍ／ｈ

Ｖ≧４０ｋ・Ｑ

換気上有効な換気扇のみを設ける場合（＝４０）

　　　プレゼンバーナー(２口コック):２.８×１台

3

3

生徒用実験台＋教師用実験台

→　機器風量：１１０ｍ／ｈ（ＥＦ－４）　∴ＯＫ
3 3

→　機器風量：８０５×２台＝１，６１０ｍ／ｈ（ＥＦ－３×２）　∴ＯＫ

生徒用実験台＋教師用実験台

3

3

　　　プレゼンバーナー(２口コック):２.８(×２)×６台＋(２.８)×１台

換気上有効な換気扇のみを設ける場合（＝４０）

Ｖ≧４０ｋ・Ｑ

Ｖ≧４０×０．９３×３６.４＝１,３５５ｍ／ｈ

Ｑ：燃料消費量［ｋＷ］

室名：１階　第１理科室
Ｖ：有効換気量［ｍ／ｈ］

ｋ：理論廃ガス量［ｍ／（ｋＷ・ｈ）］（＝０．９３：プロパンガス）

3

※　火を使用する部屋の換気
換気方式

階
数 室   名

面  積 天井高さ 容  積 常時換気 常時換気量
㎡ ｍ ｍ3 必要回数 ｍ3/ｈ

選   定   機   器 (G) G÷B

Af h B=Af×h C D=B×C 機器風量 台数 実換気量 記号 換気回数 判定〔法定換気対象部屋〕

備考

96.0 3.0 288.0 × 0.3 → 86.40 HEU- ○ 全熱交換器第一種換気2 0.48140第１理科室3F

ラフターにて搬入搬出

室外機更新（屋上設置）

1

2 2

2

100

06

VC
1
50

VC
1
50

給
気

口

給
気

口

給気口150Φ　２か所　コアあけ共

レジスター　フィルター付

承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号
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理科準備室,暗 室→学習室・平面詳細図【既存】1/50第１理 科 室 ・ 平 面 詳 細 図 （ 既 存 ）　  1/50
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07
１階 平面詳細図　給排水衛生設備【撤去】

配管切断

既存排水桝既存排水桝既存排水桝 既存排水桝

床下配管は既存残置とする

給水管、ガス管の床立上り部は切断プラグ止めとする。周囲はつり補修を建築工事とする。
排水管立上り部は切断後、モルタル埋めとする。周囲はつり補修を建築工事とする。

※閉止した個所が床より出てこないようにするため、給水・ガス・排水管の床立上り部の周囲をはつり補修とする（はつり補修は建築工事）

閉止

閉止

閉止

閉止

閉止

閉止

閉止

閉止

閉止

閉止

閉止

閉止

閉止

閉止

閉止 閉止 閉止

閉止
閉止

閉止閉止

閉止

閉止

閉止

閉止

閉止閉止

閉止

閉止

閉止

閉止

閉止

閉止

露出配管、水栓　撤去

露出配管、水栓　撤去

インバート閉塞 インバート閉塞 インバート閉塞



理科準備室,暗 室→学習室・平面詳細図【既存】1/50第１理 科 室 ・ 平 面 詳 細 図 （ 既 存 ）　  1/50
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1,700 4902,0604,2502,0601,700490

4,250

7,
7
00

薬品庫

理 科 準 備 室

暗室

承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕 設 計 工 事 R8.1１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. 1:50

換気扇既存撤去 換気扇既存撤去 換気扇既存撤去 換気扇既存撤去

換気扇既存撤去

Ｍ

08

100SD
VC100

撤去部分を示す

１階 平面詳細図　換気空調設備【撤去】
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承認 設計 製図 担当 工事名称 設計年月 図面番号

市 立 中 央 中 学 校 給 食 配 膳 室 修 繕 設 計 工 事 R8.1１級建築士 第187090号TEL.042-752-0101
図面名称 縮尺株式会社開匠建築設計 FAX.042-753-6163 千 葉 昭 弘

一級建築士事務所 Kaisho Architects & Engineers,Inc. 1:50

09

Ｍ

取り外し

既存壁掛空調室内機 撤去 撤去 撤去

仕様 設置場所 備考機器名称記号
φ Ｖ 電力(kW)

電動機
台数

型　　　　　式

冷　房　能　力

暖　房　能　力

3 200 1ＥＨＰヒートポンプエアコン

冷房消費電力

暖房消費電力

2.6 30A

ビル用マルチ 22.4kw

25.0kw

7.1kw

8.0kw

室外機

型　　　　　式

冷　房　能　力

200天井カセット４方向

暖　房　能　力

7.1kw

8.0kw

1 0.11 3

RUHY-J224M-B

PLFY-J716M-A

機器表（撤去）

撤去

撤去 ＬＬ教室

屋上

250Φ

吹出口850x200H VHS

チャンバーボックス　860Wx210Hx300D

撤去

250Φ

チャンバーボックス　860Wx210Hx300D

撤去

吸込口850x200H VHS

既存ダクト切断
一次側ダクトは残置

既存ダクト切断
一次側ダクトは残置

既存天吊空調室内機 既存天吊空調室内機 既存天吊空調室内機

３階 平面詳細図　換気空調設備【撤去】


